
(57)【要約】
　本発明は、フォトレジスト組成物の調合に使用することができる新規の光活性化合物に
関する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
次 式 で 表 さ れ る 化 合 物 。
Y─ Ar
［ 式 中 、 Arは 、
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
ナ フ チ ル 、 ま た は ア ン ト リ ル か ら 選 択 さ れ ；
Yは 、
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら 選 択 さ れ 、 こ こ で Wは 、
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら 選 択 さ れ 、 こ の 際 、 R 1 A 、 R 1 B 、 R 1 C 、 R 2 A 、 R 2 B 、 R 2 C 、 R 2 D 、 R 3 A 、 R 3 B 、 R 3 C 、 R 3 D 、 R 4 A
、 R 4 B 、 R 4 C 、 R 4 D 、 R 5 A 、 R 5 B 及 び R 5 C は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 Z、 水 素 、 場 合 に よ っ て は 一
つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式
、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基
、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル
コ キ シ 鎖 、 ニ ト ロ 、 シ ア ノ 、 ト レ シ ル ま た は ヒ ド ロ キ シ ル か ら 選 択 さ れ ； 　 (i) R 1 D ま た
は R 5 D の 一 方 は ニ ト ロ で あ り 、 か つ 他 の 基 は 、 水 素 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以
上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は
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三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ
ル 基 、 ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 、 シ ア ノ 、 ま た は ヒ ド ロ キ シ ル か ら 選 択 さ れ る か 、
あ る い は (ii) R 1 D 及 び R 5 D は 双 方 と も ニ ト ロ で あ り ； 　 R 6 及 び R 7 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、
場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ
ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基
、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 、 ニ ト ロ 、 シ ア
ノ 、 ま た は ヒ ド ロ キ シ ル か ら 選 択 さ れ る か 、 あ る い は R 6 及 び R 7 は 、 そ れ ら が 結 合 す る Ｓ 原
子 と 一 緒 に な っ て 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む ５ 員 、 ６ 員 も し
く は ７ 員 の 飽 和 ま た は 不 飽 和 環 を 形 成 し ； 　 Tは 、 直 接 結 合 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く
は そ れ 以 上 の O原 子 を 含 む 二 価 の C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 基 、 二 価 の C 5 - 5 0 ア
リ ー ル 基 、 二 価 の C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 ま た は 二 価 の C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式
ア ル キ ル 基 で あ り ； 　 Zは 、 － (V) j － (C(X11)(X12)) n － O－ C(=O) － R 8 で あ り 、 こ の 際 、 (i
) X11ま た は X12の 一 方 は 、 少 な く と も 一 つ の フ ッ 素 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝
状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、 他 の 基 は 、 水 素 、 ハ ロ ゲ ン 、 ま た は C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア
ル キ ル 鎖 で あ る か 、 あ る い は (ii) X11及 び X12は 、 双 方 と も 少 な く と も 一 つ の フ ッ 素 原 子
を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り ； 　 Vは 、 直 接 結 合 、 場 合 に よ っ て は
一 つ も し く は そ れ 以 上 の O原 子 を 含 む 二 価 の C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 基 、 二 価
の C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 二 価 の C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 ま た は 二 価 の C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し
く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 か ら 選 択 さ れ る 連 結 基 で あ り ； 　 X2は 、 水 素 、 ハ ロ ゲ ン 、 ま た は 場
合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル
鎖 で あ り ； 　 R 8 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も
し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 ま た は C 5 - 5 0
ア リ ー ル 基 で あ り ； 　 X3は 、 水 素 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ハ ロ ゲ ン 、
シ ア ノ ま た は － C(=O)－ R 5 0 で あ り 、 こ こ で 、 R 5 0 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以
上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 ま た は － O－ R 5 1 か ら 選 択 さ れ 、
こ こ で 、 R 5 1 は 、 水 素 ま た は C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り ；  jは 0～ 10で
あ り ； 　 mは 0～ 10で あ り ； 　 そ し て nは 0～ 10で あ り 、
た だ し 上 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は
分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル コ キ シ 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル
ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 ナ フ チ ル 、 ア ン ト リ ル 、 場 合 に よ っ て
は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む ５ 員 、 ６ 員 も し く は ７ 員 の 飽 和 も し く は 不 飽 和 環
、 ま た は ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 は 、 置 換 さ れ て い な い か 、 ま た は Z、 ハ ロ ゲ ン 、 C

1 - 2 0 ア ル キ ル 、 C 3 - 2 0 環 状 ア ル キ ル , C 1 - 2 0 ア ル コ キ シ 、 C 3 - 2 0 環 状 ア ル コ キ シ 、 ジ C 1 - 2 0 ア
ル キ ル ア ミ ノ 、 二 環 式 ジ C 1 - 2 0 ア ル キ ル ア ミ ノ 、 ヒ ド ロ キ シ ル 、 シ ア ノ 、 ニ ト ロ 、 ト レ シ
ル 、 オ キ ソ 、 ア リ ー ル 、 ア ラ ル キ ル 、 酸 素 原 子 、 CF 3 SO 3 、 ア リ ー ル オ キ シ 、 ア リ ー ル チ オ
、 及 び 次 式 (II)～ (VI)で 表 さ れ る 基 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 一 つ も し く は そ れ 以 上 の 基
に よ っ て 置 換 さ れ て お り ；
【 化 ４ 】
　
　
　
　
前 記 式 中 、 R 1 0 及 び R 1 1 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 原 子 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環
式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 を 表 す か 、 あ る い は R 1 0 及 び R 1 1 は 一 緒 に な っ て ア ル キ レ ン 基
を 表 し て ５ 員 も し く は ６ 員 の 環 を 形 成 す る こ と が で き 、
R 1 2 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 ま た は C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基
を 表 す か 、 あ る い は R 1 0 及 び R 1 2 は 一 緒 に な っ て ア ル キ レ ン 基 を 表 し 、 こ れ が 、 介 在 す る －
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C－ O－ 基 と 一 緒 に な っ て ５ 員 も し く は ６ 員 の 環 を 形 成 し 、 こ の 際 、 こ の 環 中 の 炭 素 原 子 は
場 合 に よ っ て は 酸 素 原 子 で 置 換 さ れ て お り 、
R 1 3 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 を 表 し 、
R 1 4 及 び R 1 5 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 原 子 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は
三 環 式 ア ル キ ル 基 を 表 し 、
R 1 6 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 ま た は C 5
- 5 0 ア ラ ル キ ル 基 を 表 し 、 そ し て
R 1 7 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0
ア ラ ル キ ル 基 、 式 － Si(R 1 6 ) 2 R 1 7 で 表 さ れ る 基 、 ま た は 式 － O－ Si(R 1 6 ) 2 R 1 7 で 表 さ れ る 基
を 表 し 、 こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖
状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア
リ ー ル 基 及 び C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 は 、 置 換 さ れ て い な い か ま た は 上 述 の 通 り 置 換 さ れ て お
り ； 　 そ し て
A - は ア ニ オ ン で あ る ］
【 請 求 項 ２ 】
Arが 、
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ３ 】
Yが 、
【 化 ６ 】
　
　
　
で あ る 請 求 項 ２ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ４ 】
R 6 及 び R 7 が 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1
- 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ３
の 化 合 物 。
【 請 求 項 ５ 】
R 1 A 、 R 2 A 、 R 3 A 、 R 4 A 、 及 び R 5 A の 各 々 が 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 Z、 水 素 、 ま た は 場 合 に よ っ
て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 か ら 選
択 さ れ 、 こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖
状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 は 置 換 さ れ て い な い か ま た は 置 換
さ れ て い る 、 請 求 項 ４ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ６ 】
R 6 及 び R 7 が 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1
- 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ３ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ７ 】
R 3 A が Zで あ る 、 請 求 項 ４ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ８ 】
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R 8 が 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 で あ る 、 請 求 項 ４ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ９ 】
4-O-ア セ チ ル -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ フ レ ー ト で あ る 、 請 求 項
３ の 化 合 物 。
【 請 求 項 １ ０ 】
4-O-ア セ チ ル -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ビ ス － パ ー フ ル オ ロ ブ タ ン ス
ル ホ ン イ ミ ド で あ る 、 請 求 項 ３ の 化 合 物 。
【 請 求 項 １ １ 】
R 6 及 び R 7 が 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ４ の 化 合 物 。
【 請 求 項 １ ２ 】
R 3 A が Zで あ る 、 請 求 項 １ １ の 化 合 物 。
【 請 求 項 １ ３ 】
Yが 、
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 ２ の 化 合 物 。
【 請 求 項 １ ４ 】
R 3 A が Zで あ る 、 請 求 項 １ ３ の 化 合 物 。
【 請 求 項 １ ５ 】
R 3 B が Zま た は 水 素 で あ る 、 請 求 項 １ ３ の 化 合 物 。
【 請 求 項 １ ６ 】
Yが
【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 ２ の 化 合 物 。
【 請 求 項 １ ７ 】
Wが 、
【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ ６ の 化 合 物 。
【 請 求 項 １ ８ 】
X2が 水 素 で あ り 、 そ し て ｍ が １ で あ る 、 請 求 項 １ ７ の 化 合 物 。
【 請 求 項 １ ９ 】
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X2が メ チ ル で あ り 、 そ し て ｍ が １ で あ る 、 請 求 項 １ ７ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
X2が パ ー フ ル オ ロ メ チ ル で あ り 、 そ し て ｍ が １ で あ る 、 請 求 項 １ ７ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ １ 】
R 3 A が Zで あ る 、 請 求 項 １ ７ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
R 3 C が Zま た は 水 素 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ ７ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
Wが 、
【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ ６ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
R 1 D ま た は R 5 D の 一 方 が ニ ト ロ で あ り 、 他 方 が 、 水 素 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以
上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は
三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ
ル 基 、 ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 、 シ ア ノ 、 ま た は ヒ ド ロ キ シ ル か ら 選 択 さ れ 、 但 し
、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝
状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル
ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 及 び ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 は
置 換 さ れ て い な い か ま た は 置 換 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ ３ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
R 1 D が ニ ト ロ で あ る 、 請 求 項 ２ ３ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
R 5 D が ニ ト ロ で あ る 、 請 求 項 ２ ３ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
R 1 D 及 び R 5 D が 両 方 と も ニ ト ロ で あ る 、 請 求 項 ２ ３ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
R 3 A が Zで あ る 、 請 求 項 ２ ３ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
R 3 D が Zま た は 水 素 で あ る 、 請 求 項 ２ ３ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
Arが ナ フ チ ル で あ る 、 請 求 項 １ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ３ １ 】
Arが ア ン ト リ ル で あ る 、 請 求 項 １ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
【 化 １ １ 】
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で あ る 、 請 求 項 １ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
【 化 １ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
【 化 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
【 化 １ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で あ る 、 請 求 項 １ の 化 合 物 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
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ａ ） 　 酸 感 応 性 基 を 含 む ポ リ マ ー 、 及 び
ｂ ） 　 請 求 項 １ の 化 合 物 、
を 含 む 、 深 紫 外 線 で 像 を 形 成 す る の に 有 用 な フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
ａ ） 　 請 求 項 ３ ６ の 組 成 物 で 基 材 を コ ー テ ィ ン グ す る 段 階 ；
ｂ ） 　 基 材 を ベ ー ク 処 理 し て 溶 剤 を 実 質 的 に 除 去 す る 段 階 ；
ｃ ） 　 フ ォ ト レ ジ ス ト 塗 膜 を 像 様 露 光 す る 段 階 ；
ｄ ） 　 フ ォ ト レ ジ ス ト 塗 膜 を 露 光 後 ベ ー ク 処 理 す る 段 階 ； 　 及 び
ｅ ） 　 フ ォ ト レ ジ ス ト 塗 膜 を 水 性 ア ル カ リ 性 溶 液 で 現 像 す る 段 階 ；
を 含 む 、 フ ォ ト レ ジ ス ト に 像 を 形 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
像 様 露 光 波 長 が ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 で あ る 、 請 求 項 ３ ７ の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
水 性 ア ル カ リ 性 溶 液 が テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ヒ ド ロ キ シ ド を 含 む 、 請 求 項 ３ ７ の 方 法
。
【 請 求 項 ４ ０ 】
水 性 ア ル カ リ 性 溶 液 が 更 に 界 面 活 性 剤 を 含 む 、 請 求 項 ３ ７ の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
基 材 が 、 微 細 電 子 デ バ イ ス 及 び 液 晶 デ ィ ス プ レ ー 基 材 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ３ ７ の 方 法
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ イ ク ロ リ ソ グ ラ フ ィ の 分 野 の フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 に 有 用 な 新 規 の 光 活 性
化 合 物 、 特 に 、 半 導 体 デ バ イ ス の 製 造 に お い て ネ ガ 型 及 び ポ ジ 型 の パ タ ー ン を 像 形 成 す る
の に 有 用 な 光 活 性 化 合 物 、 並 び に フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 、 及 び フ ォ ト レ ジ ス ト に 像 を 形 成
す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 は 、 コ ン ピ ュ ー タ チ ッ プ 及 び 集 積 回 路 の 製 造 な ど 、 微 細 化 さ れ た
電 子 部 品 の 製 造 の た め の マ イ ク ロ リ ソ グ ラ フ ィ プ ロ セ ス に 使 用 さ れ る 。 こ れ ら の プ ロ セ ス
で は 、 一 般 的 に 、 先 ず フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 の フ ィ ル ム の 薄 い 塗 膜 が 、 集 積 回 路 の 製 造 に
使 用 さ れ る シ リ コ ン ウ ェ ハ な ど の 基 材 に 塗 布 さ れ る 。 次 い で 、 こ の コ ー テ ィ ン グ さ れ た 基
材 は ベ ー ク 処 理 し フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 中 の 溶 剤 を 蒸 発 さ せ て 、 基 材 上 に 塗 膜 を 定 着 さ せ
る 。 次 に 、 基 材 上 に コ ー テ ィ ン グ し た フ ォ ト レ ジ ス ト は 放 射 線 に よ る 像 様 露 光 に 付 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 放 射 線 露 光 は 、 コ ー テ ィ ン グ さ れ た 表 面 の 露 光 さ れ た 領 域 に お い て 化 学 的 な 変 化 を
引 き 起 こ す 。 可 視 光 線 、 紫 外 線 （ Ｕ Ｖ ） 、 電 子 ビ ー ム 及 び Ｘ 線 放 射 エ ネ ル ギ ー が 、 現 在 マ
イ ク ロ リ ソ グ ラ フ ィ プ ロ セ ス に 常 用 さ れ て い る 放 射 線 種 で あ る 。 こ の 像 様 露 光 の 後 、 こ の
コ ー テ ィ ン グ さ れ た 基 材 は 現 像 剤 溶 液 で 処 理 し て 、 フ ォ ト レ ジ ス ト の 放 射 線 露 光 さ れ た 領
域 も し く は 未 露 光 の 領 域 の い ず れ か を 溶 解 除 去 す る 。 半 導 体 デ バ イ ス は 微 細 化 さ れ る 傾 向
に あ り 、 そ の た め 、 こ の よ う な 微 細 化 に 伴 う 問 題 を 解 決 す る た め に 、 よ り 一 層 短 い 波 長 の
放 射 線 に 感 度 を 示 す 新 し い タ イ プ の フ ォ ト レ ジ ス ト や 、 精 巧 な 多 層 系 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 に は 、 ネ ガ 型 と ポ ジ 型 の 二 つ の タ イ プ の も の が あ る 。 リ ソ グ ラ フ
ィ プ ロ セ ス の 特 定 の 時 点 で 使 用 さ れ る フ ォ ト レ ジ ス ト の タ イ プ は 、 半 導 体 デ バ イ ス の 設 計
に 応 じ て 決 定 さ れ る 。 ネ ガ 型 フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 を 放 射 線 で 像 様 露 光 す る と 、 放 射 線 で
露 光 さ れ た 領 域 の フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 が 現 像 剤 溶 液 に 溶 け 難 く な り （ 例 え ば 、 架 橋 反 応
が 起 こ る ） 、 他 方 、 フ ォ ト レ ジ ス ト 塗 膜 の 未 露 光 の 領 域 は 現 像 剤 溶 液 に 対 し 比 較 的 可 溶 性
の ま ま 残 る 。 そ れ ゆ え 、 露 光 さ れ た ネ ガ 型 レ ジ ス ト を 現 像 剤 で 処 理 す る と 、 フ ォ ト レ ジ ス
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ト 塗 膜 の 未 露 光 の 領 域 が 除 去 さ れ て 、 塗 膜 に ネ ガ 型 の 像 が 形 成 さ れ る 。 そ れ に よ っ て 、 フ
ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 が 付 着 し て い た そ の 下 に あ る 基 材 表 面 の 所 望 の 部 分 が 裸 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に 対 し 、 ポ ジ 型 フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 を 放 射 線 で 像 様 露 光 す る と 、 放 射 線 で 露 光 さ
れ た 領 域 の フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 が 、 現 像 剤 溶 液 に 溶 け 易 く な り （ 例 え ば 転 位 反 応 が 起 こ
る ） 、 他 方 、 未 露 光 の 領 域 は 現 像 剤 溶 液 に 対 し 比 較 的 不 溶 性 の ま ま 残 る 。 そ れ ゆ え 、 露 光
さ れ た ポ ジ 型 フ ォ ト レ ジ ス ト を 現 像 剤 で 処 理 す る と 、 塗 膜 の 露 光 さ れ た 領 域 が 除 去 さ れ て
、 フ ォ ト レ ジ ス ト 塗 膜 に ポ ジ 型 の 像 が 形 成 さ れ る 。 こ の 場 合 も ま た 、 下 に あ る 表 面 の 所 望
の 部 分 が 裸 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 フ ォ ト レ ジ ス ト 解 像 度 は 、 露 光 及 び 現 像 後 に 高 い レ ベ ル の 鋭 い 像 縁 を も っ て レ ジ ス ト 組
成 物 が フ ォ ト マ ス ク か ら 基 材 に 転 写 で き る 最 小 の 図 形 (feature)と 定 義 さ れ る 。 現 在 、 多
く の 最 先 端 の 製 造 用 途 で は 、 半 ミ ク ロ ン 未 満 の オ ー ダ ー の レ ジ ス ト 解 像 度 が 必 要 さ れ る 。
加 え て 、 現 像 さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト の 壁 の 側 面 が 基 材 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 で あ る こ と が 大 概
の 場 合 に 望 ま れ る 。 レ ジ ス ト 塗 膜 の 現 像 さ れ た 領 域 と 現 像 さ れ て い な い 領 域 と の 間 で の こ
の よ う な 明 確 な 境 界 画 定 が 、 基 材 へ の マ ス ク 像 の 正 確 な パ タ ー ン 転 写 に つ な が る の で あ る
。 微 細 化 に 向 か う 傾 向 が デ バ イ ス 上 で の 微 小 寸 法 を 小 さ く し て い る の で こ の こ と は よ り 一
層 重 大 な 事 柄 と な っ て い る 。 フ ォ ト レ ジ ス ト の 寸 法 が １ ５ ０ ｎ ｍ 未 満 に 微 細 化 さ れ る 場 合
に は 、 フ ォ ト レ ジ ス ト パ タ ー ン の ラ フ ネ ス が 重 要 な 問 題 と な る 。 通 常 ラ イ ン エ ッ ジ ラ フ ネ
ス と し て 知 ら れ る 縁 の 粗 さ は 、 典 型 的 に は 、 ラ イ ン ・ ア ン ド ・ ス ペ ー ス パ タ ー ン に は フ ォ
ト レ ジ ス ト ラ イ ン に 沿 っ た 粗 さ と し て 、 他 方 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル に は 側 壁 の 粗 さ と し て 観
察 さ れ る 。 エ ッ ジ ラ フ ネ ス は 、 フ ォ ト レ ジ ス ト の リ ソ グ ラ フ ィ 性 能 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 恐 れ
が あ る 。 こ れ は 、 特 に 、 微 小 寸 法 慣 用 度 の 低 下 、 並 び に フ ォ ト レ ジ ス ト の ラ イ ン エ ッ ジ ラ
フ ネ ス の 基 材 へ の 転 写 を 招 く 恐 れ が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 エ ッ ジ ラ フ ネ ス を 最 小 化
す る フ ォ ト レ ジ ス ト が 非 常 に 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 半 ミ ク ロ ン 以 下 の 幾 何 形 状 が 必 要 と さ れ る 場 合 に は 、 約 １ ０ ０ ｎ ｍ ～ 約 ３ ０ ０ ｎ ｍ の 範
囲 の 短 波 長 に 感 度 を 示 す フ ォ ト レ ジ ス ト が し ば し ば 使 用 さ れ る 。 特 に 好 ま し い も の は 、 非
芳 香 族 系 ポ リ マ ー 、 光 酸 発 生 剤 、 場 合 に よ っ て は 溶 解 防 止 剤 、 及 び 溶 剤 を 含 む フ ォ ト レ ジ
ス ト で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 四 分 の 一 ミ ク ロ ン 未 満 の 幾 何 形 状 を 有 す る 像 を パ タ ー ン 形 成 す る た め に は 、 高 解 像 度 の
化 学 増 幅 型 深 紫 外 線 （ １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｎ ｍ ） ポ ジ 型 及 び ネ ガ 型 フ ォ ト レ ジ ス ト を 利 用 す る
こ と が で き る 。 こ れ ま で 、 微 細 化 に 大 き な 進 展 を も た ら し た 技 術 と し て は 、 三 つ の 主 要 な
深 紫 外 線 （ Ｕ Ｖ ） 露 光 技 術 が あ る 。 こ れ ら は ２ ４ ８ ｎ ｍ 、 １ ９ ３ ｎ ｍ 及 び １ ５ ７ ｎ ｍ で 放
射 線 を 発 す る レ ー ザ ー を 使 用 す る 。 深 紫 外 線 で 使 用 さ れ る フ ォ ト レ ジ ス ト は 、 典 型 的 に は
、 酸 感 応 性 基 を 有 し そ し て 酸 の 存 在 下 に 解 保 護 化 さ れ 得 る ポ リ マ ー 、 光 を 吸 収 し て 酸 を 生
成 す る 光 活 性 成 分 、 及 び 溶 剤 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ２ ４ ８ ｎ ｍ 用 の フ ォ ト レ ジ ス ト は 、 典 型 的 に は 、 置 換 さ れ た ポ リ ヒ ド ロ キ シ ス チ レ ン 及
び こ れ の コ ポ リ マ ー 、 例 え ば US4,491,628及 び US5,350,660に 記 載 の こ れ ら の も の に 基 づ く
。 他 方 、 １ ９ ３ ｎ ｍ 露 光 用 の フ ォ ト レ ジ ス ト は 非 芳 香 族 系 ポ リ マ ー を 必 要 と す る 。 な ぜ な
ら ば 、 芳 香 族 類 は こ の 波 長 で 不 透 明 で あ る か ら で あ る 。 US5,843,624及 び GB2,320,718は 、
１ ９ ３ ｎ ｍ 露 光 用 に 有 用 な フ ォ ト レ ジ ス ト を 開 示 し て い る 。 一 般 的 に 、 ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 の
露 光 用 の フ ォ ト レ ジ ス ト に は 、 脂 環 式 炭 化 水 素 を 含 む ポ リ マ ー が 使 用 さ れ る 。 脂 環 式 炭 化
水 素 は 多 く の 理 由 か ら ポ リ マ ー に 組 み 込 ま れ る 。 そ の 主 な 理 由 は 、 そ れ ら が 、 耐 エ ッ チ ン
グ 性 を 高 め る 比 較 的 高 い 炭 素 ： 水 素 比 を 有 す る こ と 、 ま た こ れ ら は 短 波 長 に お い て 透 明 性
を 供 し 、 さ ら に 比 較 的 高 い ガ ラ ス 転 移 温 度 を 有 す る か ら で あ る 。 １ ５ ７ ｎ ｍ に 感 度 を 示 す
フ ォ ト レ ジ ス ト は 、 こ の 波 長 で 実 質 的 に 透 明 で あ る こ と が 知 ら れ て い る フ ッ 素 化 ポ リ マ ー
に 基 づ く 。 フ ッ 素 化 基 を 含 む ポ リ マ ー か ら 誘 導 さ れ る フ ォ ト レ ジ ス ト は 、 WO00/67072及 び
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WO00/17712に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 フ ォ ト レ ジ ス ト 中 に 使 用 さ れ る ポ リ マ ー は 、 像 形 成 波 長 に 透 明 で あ る よ う に 設 計 さ れ る
が 、 他 方 、 光 活 性 成 分 は 、 典 型 的 に は 、 感 光 性 を 最 大 に す る た め に 像 形 成 波 長 に お い て 吸
光 性 で あ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 フ ォ ト レ ジ ス ト の 感 光 度 は 、 光 活 性 成 分 の 吸 光 特 性 に
依 存 し 、 吸 光 性 が 高 い 程 に 、 酸 を 発 生 さ せ る た め に 必 要 な エ ネ ル ギ ー が 少 な く て 済 み 、 か
つ フ ォ ト レ ジ ス ト の 感 光 性 が よ り 高 く な る 。
【 本 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 次 式 で 表 さ れ る 化 合 物 に 関 す る 。
Y─ Ar
式 中 、
Arは 、
【 ０ ０ １ ２ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ３ 】
ナ フ チ ル 、 ま た は ア ン ト リ ル か ら 選 択 さ れ 、
Yは 、
【 ０ ０ １ ４ 】
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ５ 】
か ら 選 択 さ れ 、 こ こ で Wは 、
【 ０ ０ １ ６ 】
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【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】
か ら 選 択 さ れ 、
R 1 A 、 R 1 B 、 R 1 C 、 R 2 A 、 R 2 B 、 R 2 C 、 R 2 D 、 R 3 A 、 R 3 B 、 R 3 C 、 R 3 D 、 R 4 A 、 R 4 B 、 R 4 C 、 R 4 D 、 R 5 A 、
R 5 B 及 び R 5 C は 、 各 々 独 立 し て 、 Ｚ 、 水 素 、 場 合 に よ っ て は 一 つ ま た は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を
含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ
ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー
ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル コ キ シ 鎖 、 ニ ト ロ 、 シ ア ノ 、
ト レ シ ル ま た は ヒ ド ロ キ シ ル か ら 選 択 さ れ ； 　 （ ｉ ） R 1 D ま た は R 5 D の 一 方 は ニ ト ロ で あ り
、 他 の 基 は 、 水 素 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も
し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア
ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ
ン 基 、 シ ア ノ ま た は ヒ ド ロ キ シ ル か ら 選 択 さ れ る か 、 あ る い は (ii)R 1 D 及 び R 5 D の 両 方 が ニ
ト ロ で あ り ： 　 R 6 及 び R 7 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の
O原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環
式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基
、 ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 、 ニ ト ロ 、 シ ア ノ ま た は ヒ ド ロ キ シ ル か ら 選 択 さ れ る か
、 あ る い は R 6 及 び R 7 は 、 そ れ ら が 結 合 す る Ｓ 原 子 と 一 緒 に な っ て 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も
し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 み そ し て 置 換 さ れ て い な い か も し く は 置 換 さ れ て い て も よ い
、 ５ 員 、 ６ 員 も し く は ７ 員 の 飽 和 も し く は 不 飽 和 環 を 形 成 し ； 　 Tは 、 直 接 結 合 、 場 合 に
よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の O原 子 を 含 む 二 価 の C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル
基 、 二 価 の C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 二 価 の C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 ま た は 二 価 の C 5 - 5 0 単 環 式 、 二
環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 で あ り ； 　 Zは 、 － (V) j － (C(X11)(X12)) n － O－ C(=O) － R 8
で あ り 、 こ こ で 、 (i)X11も し く は X12の 一 方 は 、 少 な く と も 一 つ の フ ッ 素 原 子 を 含 む C 1 - 2 0
直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、 そ し て 他 の 基 は 、 水 素 、 ハ ロ ゲ ン ま た は C 1 - 2 0
直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か 、 あ る い は (ii)X11及 び X12の 両 方 が 、 少 な く と
も 一 つ の フ ッ 素 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り ； 　 Vは 、 直 接 結
合 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の O原 子 を 含 む 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 二 価 C 1 - 2 0
ア ル キ ル 基 、 二 価 の C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 二 価 の C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 ま た は 二 価 の C 5 - 5 0 単
環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 か ら 選 択 さ れ る 連 結 基 で あ り ； 　 X2は 、 水 素 、 ハ
ロ ゲ ン 、 ま た は 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の O原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は
分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り ； 　 R 8 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の O原 子 を 含 む C

1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基
、 ま た は C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 で あ り ； 　 X3は 、 水 素 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖
、 ハ ロ ゲ ン 、 シ ア ノ ま た は － C(=O)－ R 5 0 で あ り 、 こ こ で 、 R 5 0 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も
し く は そ れ 以 上 の O原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ま た は － O－ R 5 1 か
ら 選 択 さ れ 、 こ の 際 、 R 5 1 は 水 素 ま た は C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り ； 　
ｊ は ０ ～ １ ０ で あ り ； 　 ｍ は ０ ～ １ ０ で あ り ； 　 そ し て ｎ は ０ ～ １ ０ で あ り 、
但 し 、 上 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の O原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分
枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア
ル コ キ シ 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ
ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 ナ フ チ ル 、 ア ン ト リ ル 、 場 合 に よ っ て は
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一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む ５ 員 、 ６ 員 も し く は ７ 員 の 飽 和 も し く は 不 飽 和 環 、
ま た は ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 は 、 置 換 さ れ て い な い か 、 ま た は Ｚ 、 ハ ロ ゲ ン 、 C 1
- 2 0 ア ル キ ル 、 C 3 - 2 0 環 状 ア ル キ ル 、 C 1 - 2 0 ア ル コ キ シ 、 C 3 - 2 0 環 状 ア ル コ キ シ 、 ジ C 1 - 2 0 ア
ル キ ル ア ミ ノ 、 二 環 式 ジ C 1 - 2 0 ア ル キ ル ア ミ ノ 、 ヒ ド ロ キ シ ル 、 シ ア ノ 、 ニ ト ロ 、 ト レ シ
ル 、 オ キ ソ 、 ア リ ー ル 、 ア ラ ル キ ル 、 酸 素 原 子 、 CF 3 SO 3 、 ア リ ー ル オ キ シ 、 ア リ ー ル チ オ
、 及 び 次 の 式 （ Ｉ Ｉ ） ～ （ Ｖ Ｉ ） で 表 さ れ る 基 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の 基 に よ っ て 置 換 さ れ て お り ：
【 ０ ０ １ ８ 】
【 化 ４ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ９ 】
R 1 0 及 び R 1 1 は 、 各 々 独 立 し て 、 水 素 原 子 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子
を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環
式 ア ル キ ル 基 で あ る か 、 あ る い は R 1 0 と R 1 1 は 一 緒 に な っ て ア ル キ レ ン 基 を 表 し て ５ 員 も し
く は ６ 員 の 環 を 形 成 す る こ と が で き 、
R 1 2 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 ま た は C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基
を 表 す か 、 あ る い は R 1 0 と R 1 2 は 一 緒 に な っ て ア ル キ レ ン 基 を 表 し て 、 こ れ が 、 介 在 す る －
C－ O－ 基 と 共 に ５ 員 も し く は ６ 員 の 環 を 形 成 し 、 こ の 際 、 こ の 環 中 の 炭 素 原 子 は 、 場 合 に
よ っ て は 酸 素 原 子 に よ っ て 置 換 さ れ て お り 、
R 1 3 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 を 表 し 、
R 1 4 及 び R 1 5 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 原 子 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は
三 環 式 ア ル キ ル 基 を 表 し 、
R 1 6 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 ま た は C 5
- 5 0 ア ラ ル キ ル 基 を 表 し 、 そ し て
R 1 7 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0
ア ラ ル キ ル 基 、 － Si(R 1 6 ) 2 R 1 7 で 表 さ れ る 基 、 ま た は － O－ Si(R 1 6 ) 2 R 1 7 で 表 さ れ る 基 を 表
し 、 こ こ で 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も
し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー
ル 基 及 び C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 は 、 置 換 さ れ て い な い か 、 ま た は 上 述 の よ う に 置 換 さ れ て お
り ； 　 そ し て
A - は 、 ア ニ オ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 態 様 の 一 つ で は 、 Arは 、
【 ０ ０ ２ １ 】
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
で あ り 、 Yは 、  

10

20

30

40

50

(12) JP 2007-505946 A 2007.3.15



【 ０ ０ ２ ３ 】
【 化 ６ 】
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 他 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 6 及 び R 7 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 か
ら 選 択 さ れ 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 、 R 3 A 、 R 4 A 及 び R 5 A の 各 々 は 、 独 立 し て 、 Z、 水 素 、 ま た は 場
合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル
鎖 か ら 選 択 さ れ 、 こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1
- 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 ま た は C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 は 、 置 換 さ れ て い な い か ま た
は 置 換 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 1 A 、 R 2 A 、 R 3 A 、 R 4 A ま た は R 5 A の い ず れ か 一 つ は Zで あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 6 及 び R 7 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く
は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、 R 3 A は Zで あ り
、 そ し て
R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ る か ；
R 1 A 、 R 2 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 、 R 2 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 2 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 2 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 5 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ； 　 ま た は
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R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 そ れ ぞ れ 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含
む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、
こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く
は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 は 置 換 さ れ て い な い か 、 ま た は 置 換 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 更 に 別 の 態 様 で は 、 R 6 及 び R 7 は そ れ ぞ れ 独 立 し て C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 で あ り 、 R 3 A は Zで あ
り 、 そ し て
R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ る か ；
R 1 A 、 R 2 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 、 R 2 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 2 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 A 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 2 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 5 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ； 　 ま た は
R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 そ れ ぞ れ 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含
む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、
こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く
は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 は 置 換 さ れ て い な い か ま た は 置 換 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 他 の 態 様 の 一 つ で は 、 Arは 、
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
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で あ り 、 そ し て Yは 、
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ３ 】
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 1 B 、 R 2 B 、 R 3 B 、 R 4 B ま た は R 5 B の い ず れ か 一 つ は Zま た は 水 素
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 3 A は Zで あ り 、 そ し て
R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ る か ;
R 1 A 、 R 2 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 、 R 2 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 2 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 2 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 5 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ； 　 ま た は
R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 そ れ ぞ れ 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含
む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、
こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く
は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 は 置 換 さ れ て い な い か ま た は 置 換 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 3 B は Zま た は 水 素 で あ り 、 そ し て
R 1 B 、 R 2 B 、 R 4 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ る か ；
R 1 B 、 R 2 B 及 び R 4 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 B 、 R 2 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 B 、 R 4 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 B 、 R 4 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B 及 び R 2 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B 及 び R 4 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 B 及 び R 4 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B 及 び R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 B 及 び R 4 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 B 及 び R 4 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 B 及 び R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 B 及 び R 2 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 B 及 び R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 5 B は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B 、 R 2 B 及 び R 4 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 B は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B 、 R 2 B 及 び R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 B は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B 、 R 4 B 及 び R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 B は 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 B 、 R 4 B 及 び R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；  ま た は
R 1 B 、 R 2 B 、 R 4 B 及 び R 5 B は 、 そ れ ぞ れ 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含
む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、
こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く
は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 は 、 置 換 さ れ て い な い か ま た は 置 換 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 他 の 態 様 の 一 つ で は 、 Arは 、
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
で あ り 、
Yは 、
【 ０ ０ ４ ０ 】
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【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ １ 】
で あ り 、 そ し て Wは 、
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 化 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ３ 】
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 更 に 別 の 態 様 と し て は 、 R 3 A が Zで あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A が 上 述 の 通 り で あ
る 場 合 も 挙 げ ら れ る 。 更 に 別 の 態 様 で は 、 X2は 、 水 素 、 メ チ ル ま た は パ ー フ ル オ ロ メ チ ル
か ら 選 択 さ れ 、 そ し て ｍ は １ で あ る 。 更 に 別 の 態 様 で は 、 R 3 C は Zも し く は 水 素 で あ り 、 か
つ こ の 際 、
R 1 C 、 R 4 C 及 び R 5 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 C 、 R 4 C 及 び R 5 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 C 及 び R 5 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C 及 び R 2 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 C 及 び R 5 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C 及 び R 4 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 C 及 び R 4 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C 及 び R 5 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 C 及 び R 5 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 C 及 び R 4 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 C 及 び R 4 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 C 及 び R 5 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 C 及 び R 2 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 C 及 び R 5 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 5 C は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C 、 R 2 C 及 び R 4 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 C は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C 、 R 2 C 及 び R 5 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 C は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C 、 R 4 C 及 び R 5 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 C は 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 C 、 R 4 C 及 び R 5 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；  ま た は
R 1 C 、 R 2 C 、 R 4 C 及 び R 5 C は 、 そ れ ぞ れ 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含
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む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、
こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く
は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 は 置 換 さ れ て い な い か ま た は 置 換 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 Wは 、
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 化 １ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ７ 】
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 態 様 の 一 つ で は 、 R 1 D ま た は R 5 D の う ち の 一 つ は ニ ト ロ で あ り 、 か つ 他 の 基 は 、 水 素 、 場
合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル
鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、
C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 、 シ ア ノ ま た は ヒ
ド ロ キ シ ル か ら 選 択 さ れ 、 こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子
を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル
キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 及 び ア
リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 は 置 換 さ れ て い な い か ま た は 置 換 さ れ て お り 、 そ し て R 2 D 、 R

3 D ま た は R 4 D の い ず れ か は Zま た は 水 素 で あ る 。 他 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 1 D 及 び R 5 D は 両 方 と
も ニ ト ロ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 他 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 3 D は Zで あ り 、 そ し て
R 1 D 、 R 2 D 及 び R 4 D は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 、 ま た は 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、 そ し て R 5 D は ニ ト ロ で
あ る か ；
R 2 D 、 R 4 D 及 び R 5 D は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 、 ま た は 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、 そ し て R 1 D は ニ ト ロ で
あ る か ；  ま た は  
R 2 D 及 び R 4 D は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 、 ま た は 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の
Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、 R 1 D 及 び R 5 D は ニ ト ロ で あ り
、
こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く
は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 は 置 換 さ れ て い な い か ま た は 置 換 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 Arは ナ フ チ ル も し く は ア ン ト リ ル の い ず れ か で あ り 、 こ れ ら
は 各 々 置 換 さ れ て い な い か ま た は 置 換 さ れ て い る こ と が で き 、 そ し て Y及 び W及 び 各 々 の 置
換 基 は 上 述 し た 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 A - の ア ニ オ ン の 例 に は 、 光 酸 発 生 体 に 常 用 の も の が 挙 げ ら れ 、 例 え ば 、 CF 3 SO 3

- 、 CHF 2 S
O 3
- 、 CH 3 SO 3

- 、 CCl 3 SO 3
- 、 C 2 F 5 SO 3

- 、 C 2 HF 4 SO 3
- 、 C 4 F 9 SO 3

- 、 ペ ン タ フ ル オ ロ ベ ン ゼ ン ス
ル ホ ネ ー ト 、 (R f SO 2 ) 3 C

- 及 び (R f SO 2 ) 2 N
- な ど が 挙 げ ら れ 得 る 。 こ の 際 、 各 々 の R f は 、 独 立

し て 、 高 度 に フ ッ 素 化 さ れ て い る か も し く は 過 フ ッ 素 化 さ れ た ア ル キ ル ま た は フ ッ 素 化 ア
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リ ー ル 基 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ 、 そ し て 環 状 で あ る こ と が で き 、 更 に 、 任 意 の 二 つ の R f
基 の 組 み 合 わ せ が 連 結 し て 橋 を 形 成 す る 場 合 は 、 二 価 の 酸 素 、 三 価 の 窒 素 も し く は 六 価 の
硫 黄 が 主 鎖 中 に 割 り 込 み 得 る よ う に 、 R f ア ル キ ル 鎖 は １ ～ ２ ０ 個 の 炭 素 原 子 を 含 み そ し て
直 鎖 状 、 分 枝 状 も し く は 環 状 で あ る こ と が で き 、 更 に 、 R f が 環 状 構 造 を 含 む 場 合 は 、 こ の
構 造 は ５ も し く は ６ 個 の 環 員 を 有 し 、 こ の 際 場 合 に よ っ て は 前 記 環 員 の う ち の １ つ も し く
は ２ つ は ヘ テ ロ 原 子 で あ る 。 こ れ ら の 例 に は 、 (C 2 F 5 SO 2 ) 2 N

- 、 (C 4 F 9 SO 2 ) 2 N
- 、 (C 8 F 1 7 SO 2 )

3 C
- 、 (CF 3 SO 2 ) 3 C

- 、 (CF 3 SO 2 ) 2 N
- 、 (CF 3 SO 2 )(C 4 F 9 SO 2 )N

- 、 (C 2 F 5 SO 2 ) 3 C
- 、 (C 4 F 9 SO 2 ) 3 C

- 、
(CF 3 SO 2 ) 2 (C 2 F 5 SO 2 )C

- 、 (C 4 F 9 SO 2 )(C 2 F 5 SO 2 ) 2 C
- 、 (CF 3 SO 2 )(C 4 F 9 SO 2 )N

- 、 [(CF 3 ) 2 NC 2 F 4 SO

2 ] 2 N
- 、 (CF 3 ) 2 NC 2 F 4 SO 2 C

- (SO 2 CF 3 ) 2 、 (3,5-ビ ス (CF 3 )C 6 H 3 )SO 2 N
- SO 2 CF 3 、 C 6 F 5 SO 2 C

- - (SO 2
CF 3 ) 2 、 C 6 F 5 SO 2 N

- - SO 2 CF 3 、
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 化 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ３ 】
［ 式 中 、 R 1 C 、 R 2 C 、 R 3 C 、 R 4 C 、 R 5 C 、 X2及 び mは 上 に 記 載 の 通 り で あ る ］
な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 更 に 本 発 明 は 、 ａ ） 酸 感 応 性 基 を 含 む ポ リ マ ー 、 及 び ｂ ） 本 発 明 の 化 合 物 を 含 み 、 更 に
場 合 に よ っ て は 更 に 別 の 光 活 性 化 合 物 も 含 む 、 深 紫 外 線 領 域 で 像 を 形 成 す る の に 有 用 な フ
ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 に 関 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 更 に 本 発 明 は 、 次 の 段 階 、 す な わ ち ａ ） 該 新 規 フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 で 基 材 を コ ー テ ィ
ン グ す る 段 階 、 ｂ ） こ の 基 材 を ベ ー ク 処 理 し て 溶 剤 を 実 質 的 に 除 去 す る 段 階 、 ｃ ） フ ォ ト
レ ジ ス ト 塗 膜 を 像 様 露 光 す る 段 階 、 ｄ ） フ ォ ト レ ジ ス ト 塗 膜 を 露 光 後 ベ ー ク 処 理 す る 段 階
、 及 び ｅ ） フ ォ ト レ ジ ス ト 塗 膜 を 水 性 ア ル カ リ 性 溶 液 で 現 像 す る 段 階 を 含 む 、 フ ォ ト レ ジ
ス ト に 像 を 形 成 す る 方 法 に も 関 す る 。
【 本 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 は 、 次 式 で 表 さ れ る 化 合 物 に 関 す る 。
Y─ Ar
式 中 、
Arは 、
【 ０ ０ ５ ７ 】
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【 化 １ ４ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ８ 】
ナ フ チ ル 、 ま た は ア ン ト リ ル か ら 選 択 さ れ ；
Yは 、
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 化 １ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ０ 】
か ら 選 択 さ れ 、
Wは 、
【 ０ ０ ６ １ 】
【 化 １ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ２ 】
か ら 選 択 さ れ 、
R 1 A 、 R 1 B 、 R 1 C 、 R 2 A 、 R 2 B 、 R 2 C 、 R 2 D 、 R 3 A 、 R 3 B 、 R 3 C 、 R 3 D 、 R 4 A 、 R 4 B 、 R 4 C 、 R 4 D 、 R 5 A 、
R 5 B 及 び R 5 C は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 Z、 水 素 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式
ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、
ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル コ キ シ 鎖 、 ニ ト ロ 、 シ
ア ノ 、 ト レ シ ル ま た は ヒ ド ロ キ シ ル か ら 選 択 さ れ ； 　 (i) R 1 D も し く は R 5 D の 一 方 は ニ ト ロ
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で あ り 、 他 の 基 は 水 素 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖
状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環
状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ
チ レ ン 基 、 シ ア ノ ま た は ヒ ド ロ キ シ ル か ら 選 択 さ れ る か ； 　 あ る い は (ii) R 1 D 及 び R 5 D は
両 方 と も ニ ト ロ で あ り ； 　 R 6 及 び R 7 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は
そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も
し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア
ラ ル キ ル 基 、 ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 、 ニ ト ロ 、 シ ア ノ ま た は ヒ ド ロ キ シ ル か ら 選
択 さ れ る か 、 あ る い は R 6 と R 7 は 、 そ れ ら が 結 合 す る Ｓ 原 子 と 一 緒 に な っ て 、 置 換 さ れ て い
な い か も し く は 置 換 さ れ て い る こ と が で き る 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む ５ 員 、 ６ 員 も し く は ７ 員 の 飽 和 も し く は 不 飽 和 環 を 形 成 し ； 　 Tは 、 直 接 結 合
、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の O原 子 を 含 む 二 価 の C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 基 、 二 価 の C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 二 価 の C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 ま た は  二 価 の C 5 - 5 0 単
環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 で あ り ； 　 Zは 、 － (V) j － (C(X11)(X12)) n － O－ C(
=O) － R 8 で あ り 、 こ こ で (i)X11も し く は X12の 一 方 は 、 少 な く と も 一 つ の フ ッ 素 原 子 を 含
む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、 他 の 基 は 水 素 、 ハ ロ ゲ ン ま た は C 1 - 2 0 直
鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か 、 あ る い は (ii)X11と X12は 両 方 と も 、 少 な く と も
一 つ の フ ッ 素 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り ； 　 Vは 、 直 接 結 合
、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の O原 子 を 含 む 二 価 の C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 基 、 二 価 の C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 二 価 の C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 ま た は 二 価 の C 5 - 5 0 単
環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 か ら 選 択 さ れ る 連 結 基 で あ り ； 　 X2は 、 水 素 、 ハ
ロ ゲ ン 、 ま た は 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く
は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り ； 　 R 8 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含
む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル
基 、 ま た は C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 で あ り ； 　 X3は 、 水 素 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル
鎖 、 ハ ロ ゲ ン 、 シ ア ノ 、 ま た は － C(=O) － R 5 0 で あ り 、 こ こ で 、 R 5 0 は 、 場 合 に よ っ て は 一
つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ま た は － O－
R 5 1 か ら 選 択 さ れ 、 こ こ で R 5 1 は 、 水 素 、 ま た は C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で
あ り 、 jは 0～ 10で あ り ； 　 mは 0～ 10で あ り ； 　 そ し て nは 0～ 10で あ り 、
前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル コ
キ シ 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル
基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 ナ フ チ ル 、 ア ン ト リ ル 、 場 合 に よ っ て は 一 つ
も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む ５ 員 、 ６ 員 も し く は ７ 員 の 飽 和 も し く は 不 飽 和 環 、 ま た
は ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 は 、 置 換 さ れ て い な い か 、 ま た は Z、 ハ ロ ゲ ン 、 C 1 - 2 0 ア
ル キ ル 、 C 3 - 2 0 環 状 ア ル キ ル 、 C 1 - 2 0 ア ル コ キ シ 、 C 3 - 2 0 環 状 ア ル コ キ シ 、 ジ C 1 - 2 0 ア ル キ ル
ア ミ ノ 、 二 環 式 ジ C 1 - 2 0 ア ル キ ル ア ミ ノ 、 ヒ ド ロ キ シ ル 、 シ ア ノ 、 ニ ト ロ 、 ト レ シ ル 、 オ
キ ソ 、 ア リ ー ル 、 ア ラ ル キ ル 、 酸 素 原 子 、 CF 3 SO 3 、 ア リ ー ル オ キ シ 、 ア リ ー ル チ オ 、 及 び
次 の 式 （ Ｉ Ｉ ） ～ （ Ｖ Ｉ Ｉ ） で 表 さ れ る 基 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 一 つ ま た は そ れ 以 上
の 基 に よ っ て 置 換 さ れ て お り ；
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 化 １ ７ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ４ 】
R 1 0 及 び R 1 1 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 原 子 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は
三 環 式 ア ル キ ル 基 を 表 す か 、 あ る い は R 1 0 と R 1 1 は 、 一 緒 に な っ て 、 ア ル キ レ ン 基 を 表 し て
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５ 員 も し く は ６ 員 の 環 を 形 成 す る こ と が で き 、
R 1 2 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 ま た は C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基
を 表 す か 、 あ る い は R 1 0 と R 1 2 は 、 一 緒 に な っ て ア ル キ レ ン 基 を 表 し て 、 こ れ が 、 介 在 す る
－ C－ O－ 基 と 一 緒 に ５ 員 も し く は ６ 員 の 環 を 形 成 し 、 こ の 際 、 こ の 環 中 の 炭 素 原 子 は 場 合
に よ っ て は 酸 素 原 子 で 置 換 さ れ て お り 、
R 1 3 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 を 表 し 、 R 1 4 及 び R 1 5
は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 原 子 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む
C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル
キ ル 基 を 表 し 、
R 1 6 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 ま た は
C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 を 表 し 、 そ し て
R 1 7 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0
ア ラ ル キ ル 基 、 － Si(R 1 6 ) 2 R 1 7 で 表 さ れ る 基 、 ま た は － O－ Si(R 1 6 ) 2 R 1 7 で 表 さ れ る 基 を 表
し 、
前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状
ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 及 び C 5 - 5
0 ア ラ ル キ ル 基 は 、 置 換 さ れ て い な い か も し く は 上 述 の よ う に 置 換 さ れ て お り ； 　 そ し て
A - は 、 ア ニ オ ン で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 態 様 の 一 つ で は 、 Arは 、
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 化 １ ８ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ７ 】
で あ り 、 そ し て Yは 、
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 化 １ ９ 】
　
　
　
【 ０ ０ ６ ９ 】
で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 他 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 6 及 び R 7 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 か
ら 選 択 さ れ 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 、 R 3 A 、 R 4 A 、 及 び R 5 A は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 Z、 水 素 、 ま た
は 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル
キ ル 鎖 か ら 選 択 さ れ 、 こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含
む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 ま た は C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 は 置 換 さ れ て い な い か
、 ま た は 置 換 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 1 A 、 R 2 A 、 R 3 A 、 R 4 A 、 ま た は R 5 A の い ず れ か 一 つ は Zで あ る 。
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【 ０ ０ ７ ２ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 6 及 び R 7 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く
は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、 R 3 A は Zで あ り
、 そ し て
R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ る か ；
R 1 A 、 R 2 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 、 R 2 A 及 び R 5 A  は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 2 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 2 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 5 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；  ま た は
R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A の 各 々 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1
- 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、
こ こ で 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は
分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 は 置 換 さ れ て い な い か ま た は 置 換 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 更 に 別 の 態 様 で は 、 R 6 及 び R 7 は そ れ ぞ れ 独 立 し て C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 で あ り 、 R 3 A は Zで あ
り 、 そ し て
R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ る か ；
R 1 A 、 R 2 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 、 R 2 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 2 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
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れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 2 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 5 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；  ま た は
R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A の 各 々 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1
- 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、
こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く
は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 は 置 換 さ れ て い な い か 、 ま た は 置 換 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 他 の 態 様 の 一 つ で は 、 Arは
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 化 ２ ０ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ６ 】
で あ り 、 そ し て Yは 、
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 化 ２ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ８ 】
で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 1 B 、 R 2 B 、 R 3 B 、 R 4 B ま た は R 5 B の い ず れ か 一 つ は Zま た は 水 素
で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 3 A は Zで あ り 、 そ し て
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R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ る か ；
R 1 A 、 R 2 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 、 R 2 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 2 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 5 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 4 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A 及 び R 2 A は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 5 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 及 び R 4 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 A は 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；  ま た は
R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A の 各 々 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1
- 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、
こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く
は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 は 置 換 さ れ て い な い か 、 も し く は 置 換 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 3 B は Zま た は 水 素 で あ り 、 そ し て
R 1 B 、 R 2 B 、 R 4 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ る か ；
R 1 B 、 R 2 B 及 び R 4 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 B 、 R 2 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 B 、 R 4 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 B 、 R 4 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B 及 び R 2 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B 及 び R 4 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 B 及 び R 4 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B 及 び R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
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R 1 B 及 び R 5 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 B 及 び R 4 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 B 及 び R 4 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 B 及 び R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 B 及 び R 2 B は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 B 及 び R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 5 B  は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B 、 R 2 B 及 び R 4 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の
Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 B  は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B 、 R 2 B 及 び R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の
Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 B  は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 B 、 R 4 B 及 び R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の
Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 B  は 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 B 、 R 4 B 及 び R 5 B は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の
Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；  ま た は
R 1 B 、 R 2 B 、 R 4 B 及 び R 5 B の 各 々 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1
- 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、
こ こ で 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く
は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 は 置 換 さ れ て い な い か 、 も し く は 置 換 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 他 の 態 様 の 一 つ で は 、 Arは 、
【 ０ ０ ８ ３ 】
【 化 ２ ２ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ４ 】
で あ り 、
Yは 、  
【 ０ ０ ８ ５ 】
【 化 ２ ３ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ６ 】
で あ り 、 そ し て
Wは 、
【 ０ ０ ８ ７ 】
【 化 ２ ４ 】
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【 ０ ０ ８ ８ 】
で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 更 に 別 の 態 様 と し て は 、 R 3 A が Zで あ り 、 そ し て R 1 A 、 R 2 A 、 R 4 A 及 び R 5 A が 上 述 の 通 り で あ
る 場 合 も 挙 げ ら れ る 。 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 X2は 、 水 素 、 メ チ ル ま た は パ ー フ ル オ ロ
メ チ ル か ら 選 択 さ れ 、 そ し て ｍ は １ で あ る 。 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 3 C は Zま た は 水 素
で あ り 、 か つ こ の 際 、
R 1 C 、 R 4 C 及 び R 5 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 C 、 R 4 C 及 び R 5 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 C 及 び R 5 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C 及 び R 2 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 C 及 び R 5 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C 及 び R 4 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 C 及 び R 4 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C 及 び R 5 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 C 及 び R 5 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 C 及 び R 4 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 C 及 び R 4 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 C 及 び R 5 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 C 及 び R 2 C は そ れ ぞ れ 水 素 で あ り 、 そ し て R 4 C 及 び R 5 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ
れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 5 C は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C 、 R 2 C 及 び R 4 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 4 C は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C 、 R 2 C 及 び R 5 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 2 C は 水 素 で あ り 、 そ し て R 1 C 、 R 4 C 及 び R 5 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；
R 1 C は 水 素 で あ り 、 そ し て R 2 C 、 R 4 C 及 び R 5 C は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ
原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ る か ；  ま た は
R 1 C 、 R 2 C 、 R 4 C 及 び R 5 C の 各 々 は 、 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1
- 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、
こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く
は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 は 置 換 さ れ て い な い か 、 も し く は 置 換 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 Wは 、
【 ０ ０ ９ １ 】
【 化 ２ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ２ 】
で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
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　 態 様 の 一 つ で は 、 R 1 D ま た は R 5 D の 一 方 は ニ ト ロ で あ り 、 か つ 他 の 基 は 、 水 素 、 場 合 に よ
っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 -
5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア
リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 , ア リ ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 、 シ ア ノ 、 ま た は ヒ ド ロ
キ シ ル か ら 選 択 さ れ 、 こ の 際 、 上 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含
む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は 三 環 式 ア ル キ ル
基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 、 C 5 - 5 0 ア ラ ル キ ル 基 、 及 び ア リ
ー ル カ ル ボ ニ ル メ チ レ ン 基 は 置 換 さ れ て い な い か ま た は 置 換 さ れ て お り 、 そ し て R 2 D 、 R 3 D
ま た は R 4 D の い ず れ か は Zま た は 水 素 で あ る 。 他 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 1 D と R 5 D は 両 方 と も ニ
ト ロ で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 他 の 態 様 の 一 つ で は 、 R 3 D は Zで あ り 、 そ し て
R 1 D 、 R 2 D 及 び R 4 D は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 、 ま た は 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、 そ し て R 5 D は ニ ト ロ で
あ る か ；
R 2 D 、 R 4 D 及 び R 5 D は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 、 ま た は 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ
以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、 そ し て R 1 D は ニ ト ロ で
あ る か ； 　 ま た は  
R 2 D 及 び R 4 D は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 、 ま た は 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の
Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 で あ り 、 そ し て R 1 D 及 び R 5 D は ニ ト ロ
で あ り 、
こ の 際 、 前 記 の 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く
は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 は 置 換 さ れ て い な い か 、 も し く は 置 換 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 更 に 別 の 態 様 の 一 つ で は 、 Arは ナ フ チ ル ま た は ア ン ト リ ル の い ず れ か で あ り 、 こ れ ら は
そ れ ぞ れ 置 換 さ れ て い な い か ま た は 置 換 さ れ て い る こ と が で き 、 そ し て Y及 び W並 び に 各 々
の 置 換 基 は 上 述 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 本 発 明 の 化 合 物 の 非 限 定 的 な 例 に は 、 例 え ば 、 次 の も の が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
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【 化 ２ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ８ 】
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【 化 ２ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ９ 】
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【 化 ２ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ０ 】
【 化 ２ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ １ 】
前 記 式 に お い て 、 ア ニ オ ン で あ る A - の 例 に は 、 光 酸 発 生 剤 に 常 用 さ れ る も の が 挙 げ ら れ 、
こ れ に は 、 例 え ば 、 CF 3 SO 3

- 、 CHF 2 SO 3
- 、 CH 3 SO 3

- 、 CCl 3 SO 3
- 、 C 2 F 5 SO 3

- 、 C 2 HF 4 SO 3
- 、 C 4 F

9 SO 3
- 、 ペ ン タ フ ル オ ロ ベ ン ゼ ン ス ル ホ ネ ー ト 、 (R f SO 2 ) 3 C

- 及 び (R f SO 2 ) 2 N
- な ど を 挙 げ る

こ と が で き 、 こ の 際 、 各 々 の R f は 、 独 立 し て 、 高 フ ッ 素 化 も し く は 過 フ ッ 素 化 ア ル キ ル ま
た は フ ッ 素 化 ア リ ー ル 基 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ 、 そ し て 環 状 で あ る こ と が で き 、 更 に 、
任 意 の 二 つ の R f 基 の 組 み 合 わ せ が 結 合 し て 橋 を 形 成 す る 場 合 は 、 R f ア ル キ ル 鎖 は 、 二 価 の
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酸 素 、 三 価 の 窒 素 ま た は 六 価 の 硫 黄 が そ の 主 鎖 中 に 割 り 込 み 得 る よ う に 、 １ ～ ２ ０ 個 の 炭
素 原 子 を 含 み そ し て 直 鎖 状 、 分 枝 状 も し く は 環 状 で あ る こ と が で き 、 更 に 、 R f が 環 状 構 造
を 含 む 場 合 は 、 こ の 構 造 は ５ 員 も し く は ６ 員 の 環 員 を 有 し 、 場 合 に よ っ て は こ れ ら の 環 員
の 一 つ も し く は 二 つ は ヘ テ ロ 原 子 で あ る 。 こ れ ら の 例 に は 、 (C 2 F 5 SO 2 ) 2 N

- 、 (C 4 F 9 SO 2 ) 2 N
-

、 (C 8 F 1 7 SO 2 ) 3 C
- 、 (CF 3 SO 2 ) 3 C

- 、 (CF 3 SO 2 ) 2 N
- 、 (CF 3 SO 2 )(C 4 F 9 SO 2 )N

- 、 (C 2 F 5 SO 2 ) 3 C
- 、 (C

4 F 9 SO 2 ) 3 C
- 、 (CF 3 SO 2 ) 2 (C 2 F 5 SO 2 )C

- 、 (C 4 F 9 SO 2 )(C 2 F 5 SO 2 ) 2 C
- 、 (CF 3 SO 2 )(C 4 F 9 SO 2 )N

- 、 [(
CF 3 ) 2 NC 2 F 4 SO 2 ] 2 N

- 、 (CF 3 ) 2 NC 2 F 4 SO 2 C
- (SO 2 CF 3 ) 2 、 (3,5-ビ ス (CF 3 )C 6 H 3 )SO 2 N

- SO 2 CF 3 、 C 6
F 5 SO 2 C

- - (SO 2 CF 3 ) 2 、 C 6 F 5 SO 2 N
- - SO 2 CF 3 、

【 ０ １ ０ ２ 】
【 化 ３ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ３ 】
［ R 1 C 、 R 2 C 、 R 3 C 、 R 4 C 、 R 5 C 、 X2、 及 び mは 上 に 記 載 し た 通 り で あ る ］
な ど が 挙 げ ら れ る 。 上 記 の 種 々 の ア ニ オ ン の 製 造 法 は 、 例 え ば 、 米 国 特 許 第 5,554,664号
に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 光 活 性 化 合 物 に ジ ニ ト ロ ベ ン ゼ ン （ 例 え ば 、 上 記 の 式 (5)及 び (6)） を 使 用 す る こ と は 米
国 特 許 第 4,996,136号 及 び 同 第 5,200,544号 に 記 載 さ れ て い る 。 こ れ ら の 米 国 特 許 の 内 容 は
本 明 細 書 に 掲 載 さ れ た も の と す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 更 に 本 発 明 は 、 ａ ） 酸 感 応 性 基 を 含 む ポ リ マ ー 、 及 び ｂ ） 本 発 明 の 化 合 物 、 並 び に 場 合
に よ っ て は 他 の 光 活 性 化 合 物 を 含 む 、 深 紫 外 線 で 像 形 成 す る の に 有 用 な フ ォ ト レ ジ ス ト 組
成 物 に 関 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 更 に 本 発 明 は 、 次 の 段 階 、 す な わ ち ａ ） 該 新 規 フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 で 基 材 を コ ー テ ィ
ン グ す る 段 階 、 ｂ ） こ の 基 材 を ベ ー ク 処 理 し て 溶 剤 を 実 質 的 に 除 去 す る 段 階 、 ｃ ） フ ォ ト
レ ジ ス ト 塗 膜 を 像 様 露 光 す る 段 階 、 ｄ ） フ ォ ト レ ジ ス ト 塗 膜 を 露 光 後 ベ ー ク 処 理 す る 段 階
、 及 び ｅ ） フ ォ ト レ ジ ス ト 塗 膜 を 水 性 ア ル カ リ 性 溶 液 で 現 像 す る 段 階 を 含 む 、 フ ォ ト レ ジ
ス ト に 像 を 形 成 す る 方 法 に も 関 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 更 に 本 発 明 は 、 上 記 の － (V) j － (C(X11)(X12)) n － O－ C(=O) － R 8 基 を 含 む 他 の 光 酸 発 生
剤 に も 関 す る 。 例 え ば 、 こ の － (V) j － (C(X11)(X12)) n － O－ C(=O) － R 8 基 は 、 次 の よ う な
光 酸 発 生 剤 上 に 存 在 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
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【 化 ３ １ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ９ 】
［ 式 中 、 R 1 0 0 は 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も し く は
三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 ま た は C 5 - 5 0 ア ラ
ル キ ル 基 で あ り 、 前 記 の C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 5 - 5 0 単 環 式 、 二 環 式 も
し く は 三 環 式 ア ル キ ル 基 、 C 5 - 5 0 環 状 ア ル キ ル カ ル ボ ニ ル 基 、 C 5 - 5 0 ア リ ー ル 基 ま た は C 5 - 5
0 ア ラ ル キ ル 基 は 、 置 換 さ れ て い な い か 、 ま た は ハ ロ ゲ ン 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は 分 枝 状 ア
ル キ ル 鎖 、 C 1 - 8 パ ー フ ル オ ロ ア ル キ ル 、 C 1 - 2 0 ア ル コ キ シ 、 シ ア ノ 、 ヒ ド ロ キ シ ル ま た は
ニ ト ロ か ら 選 択 さ れ る 一 つ も し く は そ れ 以 上 の 基 に よ っ て 置 換 さ れ て お り ； 　 R 1 0 2 及 び R 1
0 3 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 水 素 、 － (V) j － (C(X11)(X12)) n － O－ C(=O) － R 8 、 ニ ト ロ 、 シ
ア ノ 、 ま た は 場 合 に よ っ て は 一 つ も し く は そ れ 以 上 の Ｏ 原 子 を 含 む C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く は
分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 か ら 選 択 さ れ 、 R 8 は 本 明 細 書 に 記 載 の 通 り で あ り 、 C 1 - 2 0 直 鎖 状 も し く
は 分 枝 状 ア ル キ ル 鎖 、 C 1 - 2 0 ア ル コ キ シ 、 ニ ト ロ 、 ハ ロ ゲ ン 、 カ ル ボ キ シ ル 、 ヒ ド ロ キ シ
ル 、 及 び ス ル フ ェ ー ト で あ り ； 　 m1及 び n1は そ れ ぞ れ 独 立 し て ０ ま た は 正 の 整 数 で あ り ；
　 そ し て A - は 、 ア ニ オ ン で あ る ］ ；
N-ヒ ド ロ キ シ イ ミ ド ス ル ホ ン 酸 エ ス テ ル 、 例 え ば
【 ０ １ １ ０ 】
【 化 ３ ２ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ １ 】
［ 式 中 、
R 1 1 0 は 、 炭 素 原 子 数 ６ ～ １ ０ の ア リ ー レ ン 基 、 炭 素 原 子 数 １ ～ ６ の ア ル キ レ ン 基 、 ま た は
炭 素 原 子 数 ２ ～ ６ の ア ル ケ ニ レ ン 基 で あ り 、 こ こ で 、 R 1 1 0 の 少 な く と も 一 つ の 水 素 原 子 は
、 － (V) j － (C(X11)(X12)) n － O－ C(=O)－ R 8 に 置 き 換 え ら れ て お り 、 そ し て R 1 1 1 は 、 上 記 の
R 1 A と 同 じ 定 義 で あ る ］ 、 例 え ば 、
【 ０ １ １ ２ 】
【 化 ３ ３ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ３ 】
－ (V) j － (C(X11)(X12)) n － O－ C(=O) － R 8 基 で 置 換 さ れ た ハ ロ ゲ ン 化 ス ル ホ ニ ル オ キ シ ジ
カ ル ボ キ シ イ ミ ド 、 例 え ば 米 国 特 許 第 6,406,828号 に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 化 ス ル ホ ニ ル オ キ シ
ジ カ ル ボ キ シ イ ミ ド ；
水 素 原 子 が (V) j － (C(X11)(X12)) n － O－ C(=O)－ R 8 基 に 置 き 換 え ら れ た 、 ジ ア ゾ メ タ ン 誘 導
体 ； 　 グ リ オ キ シ ム 誘 導 体 、 ビ ス ス ル ホ ン 誘 導 体 、 β － ケ ト ス ル ホ ン 誘 導 体 、 ジ ス ル ホ ン
誘 導 体 、 及 び こ れ ら の 類 似 物 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 以 下 の 説 明 に 拘 束 さ れ る こ と は 望 ま な い が 、 カ ル ボ キ シ レ ー ト 部 分 、 キ ャ ッ ピ ン グ フ ェ
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ノ ー ル も し く は フ ル オ ロ ア ル コ ー ル 側 鎖 部 分 を 含 む 本 発 明 の 化 合 物 は 、 カ ル ボ キ シ レ ー ト
部 分 の 迅 速 な 解 裂 を 可 能 に す る フ ォ ト レ ジ ス ト 表 面 の 親 水 性 の 故 に 、 フ ォ ト レ ジ ス ト の 露
光 領 域 に お い て 塩 基 に よ っ て 誘 発 さ れ る 加 水 分 解 を 受 け る と 考 え ら れ る 。 こ れ は 、 残 留 光
活 性 化 合 物 及 び ／ ま た は 光 生 成 物 が 溶 解 を 阻 害 す る の を 防 ぐ と 考 え ら れ る 。 ま た 、 カ ル ボ
キ シ レ ー ト キ ャ ッ ピ ン グ 基 は 、 光 活 性 化 合 物 が レ ジ ス ト 塗 布 溶 剤 及 び マ ト リ ッ ク ス 中 に 良
好 な 溶 解 性 を 維 持 す る こ と を 可 能 し 、 他 方 こ れ と 同 時 に 、 露 光 さ れ た 領 域 に お い て 塩 基 溶
解 性 を 可 能 に す る 機 構 を 供 す る も の と も 考 え ら れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 該 フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 中 に 有 用 な ポ リ マ ー に は 、 水 性 ア ル カ リ 性 溶 液 中 に ポ リ マ ー を
不 溶 性 に す る 酸 感 応 性 基 を 有 す る ポ リ マ ー な ど が 挙 げ ら れ る 。 し か し 、 こ の ポ リ マ ー は 、
酸 の 存 在 下 に 触 媒 作 用 に よ り 解 保 護 化 し 、 そ う し て 水 性 ア ル カ リ 性 溶 液 中 に 可 溶 性 に な る
。 こ れ ら の ポ リ マ ー は 、 好 ま し く は ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 に お い て 透 明 で あ り 、 そ し て 本 質 的 に
非 芳 香 族 系 で あ り 、 そ し て 好 ま し く は ア ク リ レ ー ト 及 び ／ ま た は シ ク ロ オ レ フ ィ ン ポ リ マ
ー で あ る 。 こ の よ う な ポ リ マ ー は 、 次 の も の に は 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば US 5,843,624、
US 5,879,857、 WO 97/33,198、 EP 789,278及 び GB 2,332,679に 記 載 さ れ て い る も の で あ る
。 ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 で の 照 射 に 好 ま し い 非 芳 香 族 系 ポ リ マ ー は 、 置 換 さ れ た ア ク リ レ ー ト 、
シ ク ロ オ レ フ ィ ン 、 置 換 さ れ た ポ リ エ チ レ ン な ど で あ る 。 ポ リ ヒ ド ロ キ シ ス チ レ ン 及 び そ
れ の コ ポ リ マ ー に 基 づ く 芳 香 族 ポ リ マ ー も 、 特 に ２ ４ ８ ｎ ｍ で の 露 光 に 、 使 用 す る こ と が
で き る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ア ク リ レ ー ト に 基 づ く ポ リ マ ー は 、 一 般 的 に は 、 脂 環 式 側 鎖 基 を 含 む 少 な く と も 一 種 の
単 位 と 、 ポ リ マ ー 主 鎖 及 び ／ ま た は 脂 環 式 基 か ら 側 鎖 基 と し て 伸 び る 酸 感 応 性 基 を 含 む ポ
リ （ メ タ ） ア ク リ レ ー ト に 基 づ く 。 脂 環 式 側 鎖 基 の 例 は 、 ア ダ マ ン チ ル 、 ト リ シ ク ロ デ シ
ル 、 イ ソ ボ ル ニ ル 、 メ ン チ ル 及 び そ れ ら の 誘 導 体 で あ る こ と が で き る 。 他 の 側 鎖 基 も ポ リ
マ ー 中 に 組 み 込 む こ と が で き る 。 こ の よ う な 他 の 側 鎖 基 と し て は 、 例 え ば メ バ ロ ノ ラ ク ト
ン 、 ガ ン マ ブ チ ロ ラ ク ト ン 、 ア ル キ ル オ キ シ ア ル キ ル な ど が あ る 。 脂 環 式 基 の 構 造 の 例 に
は 次 の も の が 挙 げ ら れ る ：
【 ０ １ １ ７ 】
【 化 ３ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ８ 】
　 ポ リ マ ー に 組 み 込 ま れ る モ ノ マ ー の 種 類 と そ の 割 合 は 、 最 良 の リ ソ グ ラ フ ィ 性 能 が 得 ら
れ る よ う に 最 適 化 さ れ る 。 こ の よ う な ポ リ マ ー は 、 R.R. Dammel et al., Advances in Re
sist Technology and Processing, SPIE, Vol. 3333, p144, (1998)に 記 載 さ れ て い る 。
こ れ ら の ポ リ マ ー の 例 に は 、 ポ リ (2-メ チ ル -2-ア ダ マ ン タ ン メ タ ク リ レ ー ト  -co-メ バ ロ
ノ ラ ク ト ン メ タ ク リ レ ー ト )、 ポ リ (カ ル ボ キ シ -テ ト ラ シ ク ロ ド デ シ ル メ タ ク リ レ ー ト -co
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-テ ト ラ ヒ ド ロ ピ ラ ニ ル カ ル ボ キ シ テ ト ラ シ ク ロ ド デ シ ル メ タ ク リ レ ー ト )、 ポ リ (ト リ シ
ク ロ デ シ ル ア ク リ レ ー ト -co-テ ト ラ ヒ ド ロ ピ ラ ニ ル メ タ ク リ レ ー ト  -co-メ タ ク リ ル 酸 )、
ポ リ  (3-オ キ ソ シ ク ロ ヘ キ シ ル メ タ ク リ レ ー ト -co-ア ダ マ ン チ ル メ タ ク リ レ ー ト )な ど が
挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 シ ク ロ オ レ フ ィ ン と ノ ル ボ ル ネ ン 及 び テ ト ラ シ ク ロ ド デ セ ン 誘 導 体 か ら 合 成 さ れ る ポ リ
マ ー は 、 開 環 メ タ セ シ ス も し く は 遊 離 基 重 合 に よ り ま た は 有 機 金 属 触 媒 を 用 い て 重 合 す る
こ と が で き る 。 シ ク ロ オ レ フ ィ ン 誘 導 体 は 、 環 状 酸 無 水 物 ま た は マ レ イ ミ ド も し く は こ れ
の 誘 導 体 と 共 重 合 す る こ と も で き る 。 環 状 酸 無 水 物 の 例 は 、 無 水 マ レ イ ン 酸 及 び 無 水 イ タ
コ ン 酸 で あ る 。 シ ク ロ オ レ フ ィ ン は 、 ポ リ マ ー の 主 鎖 に 組 み 込 む こ と が で き 、 そ し て 不 飽
和 結 合 を 含 む 任 意 の 置 換 さ れ た も し く は 置 換 さ れ て い な い 多 環 式 炭 化 水 素 で あ る こ と が で
き る 。 こ の モ ノ マ ー に は 、 酸 感 応 性 基 が 結 合 さ れ て い て も よ い 。 ポ リ マ ー は 、 不 飽 和 結 合
を 有 す る 一 種 も し く は そ れ 以 上 の シ ク ロ オ レ フ ィ ン モ ノ マ ー か ら 合 成 す る こ と が で き る 。
前 記 シ ク ロ オ レ フ ィ ン モ ノ マ ー は 、 置 換 さ れ て い る か も し く は 置 換 さ れ て い な い ノ ル ボ ル
ネ ン 、 ま た は テ ト ラ シ ク ロ ド デ カ ン で あ る こ と が で き る 。 シ ク ロ オ レ フ ィ ン 上 の 置 換 基 は
、 脂 肪 族 も し く は 環 状 脂 肪 族 ア ル キ ル 、 エ ス テ ル 、 酸 、 ヒ ド ロ キ シ ル 、 ニ ト リ ル ま た は ア
ル キ ル 誘 導 体 で あ る こ と が で き る 。 シ ク ロ オ レ フ ィ ン モ ノ マ ー の 例 に は 、 次 の も の に は 限
定 さ れ な い が 、 次 の 式 で 表 さ れ る も の な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
【 化 ３ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ １ 】
　 上 記 ポ リ マ ー の 合 成 に 使 用 す る こ と が で き る 他 の シ ク ロ オ レ フ ィ ン モ ノ マ ー は 、 次 の も
の で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
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【 化 ３ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ３ 】
　 こ の よ う な ポ リ マ ー は 、 M-D. Rahman et al, Advances in Resist Technology and Pro
cessing, SPIE, Vol. 3678, p1193, (1999)に 記 載 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 文 献 の 内 容 は
本 明 細 書 に 掲 載 さ れ た も の と す る 。 こ れ ら の ポ リ マ ー の 例 と し て は 、 ポ リ (t-ブ チ ル 5-ノ
ル ボ ル ネ ン -2-カ ル ボ キ シ レ ー ト -co-2-ヒ ド ロ キ シ エ チ ル 5-ノ ル ボ ル ネ ン -2-カ ル ボ キ シ レ
ー ト -co-5-ノ ル ボ ル ネ ン  -2-カ ル ボ ン 酸 -co-無 水 マ レ イ ン 酸 )、 ポ リ (t-ブ チ ル 5-ノ ル ボ ル
ネ ン -2-カ ル ボ キ シ レ ー ト -co-イ ソ ボ ル ニ ル -5-ノ ル ボ ル ネ ン -2-カ ル ボ キ シ レ ー ト -co-2-
ヒ ド ロ キ シ エ チ ル 5-ノ ル ボ ル ネ ン -2-カ ル ボ キ シ レ ー ト -co-5-ノ ル ボ ル ネ ン  -2-カ ル ボ ン
酸 -co-無 水 マ レ イ ン 酸 )、 ポ リ (テ ト ラ シ ク ロ ド デ セ ン -5-カ ル ボ キ シ レ ー ト -co-無 水 マ レ
イ ン 酸 )、 ポ リ (t-ブ チ ル 5-ノ ル ボ ル ネ ン -2-カ ル ボ キ シ レ ー ト -co-無 水 マ レ イ ン 酸 -co-2-
メ チ ル ア ダ マ ン チ ル メ タ ク リ レ ー ト -co-2-メ バ ロ ノ ラ ク ト ン メ タ ク リ レ ー ト )、 ポ リ (2-メ
チ ル ア ダ マ ン チ ル メ タ ク リ レ ー ト -co-2-メ バ ロ ノ ラ ク ト ン メ タ ク ロ レ ー ト )、 及 び こ れ ら
の 類 似 物 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 上 述 の よ う な ア ク リ レ ー ト モ ノ マ ー 、 シ ク ロ オ レ フ ィ ン モ ノ マ ー 及 び 環 状 酸 無 水 物 の 混
合 物 を 含 む ポ リ マ ー を 組 み 合 わ せ て ハ イ ブ リ ッ ド ポ リ マ ー と す る こ と も で き る 。 シ ク ロ オ
レ フ ィ ン モ ノ マ ー の 例 に は 、 t-ブ チ ル ノ ル ボ ル ネ ン カ ル ボ キ シ レ ー ト (BNC)、 ヒ ド ロ キ シ
エ チ ル ノ ル ボ ル ネ ン カ ル ボ キ シ レ ー ト  (HNC)、 ノ ル ボ ル ネ ン カ ル ボ ン 酸  (NC)、 t-ブ チ ル
テ ト ラ シ ク ロ  [4.4.0.1. 2 , 6 1. 7 , 1 0  ]ド デ カ ン -8-エ ン -3-カ ル ボ キ シ レ ー ト 、 及 び t-ブ ト
キ シ カ ル ボ ニ ル メ チ ル テ ト ラ シ ク ロ  [4.4.0.1. 2 , 6 1. 7 , 1 0  ]ド デ カ ン -8-エ ン -3-カ ル ボ キ
シ レ ー ト か ら 選 択 さ れ る も の な ど が 挙 げ ら れ る 。 幾 つ か の 場 合 に は 、 シ ク ロ オ レ フ ィ ン の
好 ま し い 例 に は 、 t-ブ チ ル ノ ル ボ ル ネ ン カ ル ボ キ シ レ ー ト  (BNC)、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル ノ ル
ボ ル ネ ン カ ル ボ キ シ レ ー ト  (HNC)、 及 び ノ ル ボ ル ネ ン カ ル ボ ン 酸  (NC)な ど が 挙 げ ら れ る
。 ア ク リ レ ー ト モ ノ マ ー の 例 に は 、 な か で も 、 メ バ ロ ノ ラ ク ト ン メ タ ク リ レ ー ト  (MLMA)
、 2-メ チ ル ア ダ マ ン チ ル メ タ ク リ レ ー ト  (MAdMA)、 イ ソ ア ダ マ ン チ ル メ タ ク リ レ ー ト 、 3-
ヒ ド ロ キ シ -1-メ タ ク リ ル オ キ シ ア ダ マ ン タ ン 、 3,5-ジ ヒ ド ロ キ シ -1-メ タ ク リ ル オ キ シ ア
ダ マ ン タ ン 、 β -メ タ ク リ ル オ キ シ  -γ -ブ チ ロ ラ ク ト ン 、 γ -ブ チ ロ ラ ク ト ン メ タ ク リ レ
ー ト  (GBLMA)、 メ タ ク リ ロ イ ル オ キ シ ノ ル ボ ル ナ ン メ タ ク リ レ ー ト  (MNBL)、 及 び α － メ
タ ク リ ル オ キ シ -γ -ブ チ ロ ラ ク ト ン な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 前 記 シ ク ロ オ レ フ ィ ン 及 び 環 状 酸 無 水 物 モ ノ マ ー は 交 互 ポ リ マ ー 性 構 造 を 構 成 す る と 考
え ら れ 、 そ し て ポ リ マ ー に 組 み 込 ま れ る ア ク リ レ ー ト モ ノ マ ー の 量 は 、 最 適 な リ ソ グ ラ フ
ィ 性 を 得 る た め に 変 え る こ と が で き る 。 ポ リ マ ー 内 に お け る シ ク ロ オ レ フ ィ ン ／ 酸 無 水 物
モ ノ マ ー に 対 す る ア ク リ レ ー ト モ ノ マ ー の 割 合 は 、 約 ９ ５ モ ル ％ ～ 約 ５ モ ル ％ 、 好 ま し く
は 約 ７ ５ モ ル ％ ～ 約 ２ ５ モ ル ％ 、 最 も 好 ま し く は 約 ５ ５ モ ル ％ ～ 約 ４ ５ モ ル ％ の 範 囲 で あ
る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 １ ５ ７ ｎ ｍ 露 光 に 有 用 な フ ッ 素 化 非 フ ェ ノ ー ル 系 ポ リ マ ー も ラ イ ン エ ッ ジ ラ フ ネ ス を 示
す た め に 、 本 願 に 記 載 の 光 活 性 化 合 物 か ら な る 新 規 の 混 合 物 を 使 用 す る こ と に よ り 利 益 を
受 け 得 る 。 こ の よ う な ポ リ マ ー は 、 WO 00/17712及 び WO 00/67072に 記 載 さ れ て い る 。 こ れ

10

20

30

40

50

(36) JP 2007-505946 A 2007.3.15



ら の 特 許 文 献 の 内 容 は 本 明 細 書 中 に 掲 載 さ れ た も の と す る 。 こ の よ う な ポ リ マ ー の 一 つ の
例 は 、 ポ リ (テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン -co-ノ ル ボ ル ネ ン -co-5-ヘ キ サ フ ル オ ロ イ ソ プ ロ パ
ノ ー ル  -置 換 2-ノ ル ボ ル ネ ン ） で あ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 ２ ０ ０ １ 年 ５ 月 １ １ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 第 09/854,312号 に 記 載 さ れ て い る 、 シ
ク ロ オ レ フ ィ ン 及 び シ ア ノ 含 有 エ チ レ ン 性 モ ノ マ ー か ら 合 成 さ れ る ポ リ マ ー も 使 用 す る こ
と が で き る 。 こ の 特 許 文 献 の 内 容 は 本 明 細 書 に 掲 載 さ れ た も の と す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ポ リ マ ー の 分 子 量 は 、 使 用 す る ケ ミ ス ト リ ー の 種 類 及 び 所 望 の リ ソ グ ラ フ ィ 性 能 に 依 存
し て 最 適 化 さ れ る 。 典 型 的 に は 、 重 量 平 均 分 子 量 は ３ ， ０ ０ ０ ～ ３ ０ ， ０ ０ ０ の 範 囲 で あ
り 、 そ し て 多 分 散 性 は １ ． １ ～ ５ 、 好 ま し く は １ ． ５ ～ ２ ． ５ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 興 味 深 い 他 の ポ リ マ ー と し て は 、 ２ ０ ０ ３ 年 ２ 月 ２ １ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 第 10
/371,262号 に 記 載 の も の な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ の 米 国 特 許 出 願 明 細 書 の 内 容 は 本 明 細 書 に
掲 載 さ れ た も の と す る 。 更 に 他 の ポ リ マ ー 、 例 え ば ２ ０ ０ ３ 年 ５ 月 １ ６ 日 に 出 願 さ れ た 、
代 理 人 事 件 番 号 が 第 2003US309号 で 発 明 の 名 称 が “ Photoresist Composition for Deep UV
 and Process Thereof” （ 深 紫 外 線 用 の フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 及 び そ れ の 製 法 ） の 米 国 特
許 出 願 第 号 に 記 載 の ポ リ マ ー も 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 米 国 特 許 出 願
明 細 書 の 内 容 も 本 明 細 書 に 掲 載 さ れ た も の と す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 固 体 成 分 は 有 機 溶 剤 中 に 溶 解 す る 。 溶 剤 も し く は 溶 剤 混 合 物 中 の 固 形 物 の 量 は
約 １ 重 量 ％ ～ 約 ５ ０ 重 量 ％ の 範 囲 で あ る 。 ポ リ マ ー は 、 固 形 物 中 の ５ 重 量 ％ ～ ９ ０ 重 量 ％
の 範 囲 で あ る こ と が で き 、 そ し て 光 酸 発 生 剤 は 固 形 物 中 の １ 重 量 ％ ～ 約 ５ ０ 重 量 ％ の 範 囲
で あ る こ と が で き る 。 こ の よ う な フ ォ ト レ ジ ス ト に 好 適 な 溶 剤 に は 、 グ リ コ ー ル エ ー テ ル
誘 導 体 、 例 え ば エ チ ル セ ロ ソ ル ブ 、 メ チ ル セ ロ ソ ル ブ 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル
エ ー テ ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ エ チ ル
エ ー テ ル 、 ジ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ジ メ チ ル エ ー テ ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ｎ － プ ロ ピ
ル エ ー テ ル 、 も し く は ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ジ メ チ ル エ ー テ ル ； 　 グ リ コ ー ル エ ー テ ル エ
ス テ ル 誘 導 体 、 例 え ば エ チ ル セ ロ ソ ル ブ ア セ テ ー ト 、 メ チ ル セ ロ ソ ル ブ ア セ テ ー ト 、 も し
く は プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト ； 　 カ ル ボ キ シ レ ー ト 類 、 例 え
ば 酢 酸 エ チ ル 、 酢 酸 ｎ － ブ チ ル 、 及 び 酢 酸 ア ミ ル ； 　 二 塩 基 酸 の カ ル ボ キ シ レ ー ト 類 、 例
え ば ジ エ チ ル オ キ シ レ ー ト 及 び ジ エ チ ル マ ロ ネ ー ト ； 　 グ リ コ ー ル 類 の ジ カ ル ボ キ シ レ ー
ト 類 、 例 え ば エ チ レ ン グ リ コ ー ル ジ ア セ テ ー ト 及 び プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ジ ア セ テ ー ト ；
　 及 び ヒ ド ロ キ シ カ ル ボ キ シ レ ー ト 類 、 例 え ば 乳 酸 メ チ ル 、 乳 酸 エ チ ル 、 グ リ コ ー ル 酸 エ
チ ル 、 及 び 3-ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ オ ン 酸 エ チ ル ； 　 ケ ト ン エ ス テ ル 類 、 例 え ば ピ バ ル 酸 メ チ
ル も し く は ピ バ ル 酸 エ チ ル ； 　 ア ル コ キ シ カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル 類 、 例 え ば 3-メ ト キ シ プ ロ
ピ オ ン 酸 メ チ ル 、 3-エ ト キ シ プ ロ ピ オ ン 酸 エ チ ル 、 2-ヒ ド ロ キ シ -2-メ チ ル プ ロ ピ オ ン 酸
エ チ ル 、 も し く は メ チ ル エ ト キ シ プ ロ ピ オ ネ ー ト ； 　 ケ ト ン 誘 導 体 、 例 え ば メ チ ル エ チ ル
ケ ト ン 、 ア セ チ ル ア セ ト ン 、 シ ク ロ ペ ン タ ノ ン 、 シ ク ロ ヘ キ サ ン も し く は 2-ヘ プ タ ノ ン ；
　 ケ ト ン エ ー テ ル 誘 導 体 、 例 え ば ジ ア セ ト ン ア ル コ ー ル メ チ ル エ ー テ ル ； 　 ケ ト ン ア ル コ
ー ル 誘 導 体 、 例 え ば ア セ ト ー ル も し く は ジ ア セ ト ン ア ル コ ー ル ； 　 ラ ク ト ン 類 、 例 え ば ブ
チ ロ ラ ク ト ン ； 　 ア ミ ド 誘 導 体 、 例 え ば ジ メ チ ル ア セ ト ア ミ ド も し く は ジ メ チ ル ホ ル ム ア
ミ ド 、 ア ニ ソ ー ル 、 及 び こ れ ら の 混 合 物 な ど が 挙 げ ら れ 得 る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 様 々 な 他 の 添 加 剤 、 例 え ば 着 色 剤 、 非 化 学 線 染 料 (non-actinic dyes)、 ア ン チ ス ト ラ イ
エ ー シ ョ ン 剤 、 可 塑 剤 、 粘 着 性 促 進 剤 、 溶 解 防 止 剤 、 塗 布 助 剤 、 感 光 速 度 増 強 剤 、 追 加 の
光 酸 発 生 剤 、 及 び 溶 解 性 増 強 剤 （ 例 え ば 、 主 溶 剤 の 一 部 と し て 使 用 さ れ て い な い 或 る 少 量
の 溶 剤 （ こ れ の 例 に は 、 グ リ コ ー ル エ ー テ ル 類 及 び グ リ コ ー ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 類 、 バ
レ ロ ラ ク ト ン 、 ケ ト ン 類 、 ラ ク ト ン 類 、 及 び こ れ ら の 類 似 物 な ど が 挙 げ ら れ る ） ） 、 及 び
界 面 活 性 剤 を 、 基 材 に 塗 布 す る 前 の フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 に 加 え る こ と が で き る 。 膜 厚 均
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一 性 を 向 上 さ せ る 界 面 活 性 剤 、 例 え ば フ ッ 素 化 界 面 活 性 剤 を 、 フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 に 加 え
る こ と が で き る 。 エ ネ ル ギ ー を 特 定 の 範 囲 の 波 長 か ら 異 な る 露 光 波 長 に シ フ ト さ せ る 感 光
化 剤 も フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 に 加 え る こ と が で き る 。 フ ォ ト レ ジ ス ト 像 の 表 面 に お い て T
－ ト ッ プ も し く は ブ リ ッ ジ ン グ を 防 ぐ た め に し ば し ば 塩 基 が フ ォ ト レ ジ ス ト に 加 え ら れ る
。 塩 基 の 例 は 、 ア ミ ン 類 、 水 酸 化 ア ン モ ニ ウ ム 、 及 び 感 光 性 塩 基 で あ る 。 特 に 好 ま し い 塩
基 は 、 ト リ オ ク チ ル ア ミ ン 、 ジ エ タ ノ ー ル ア ミ ン 、 及 び テ ト ラ ブ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ヒ ド ロ
キ シ ド で あ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 調 製 さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 溶 液 は 、 フ ォ ト レ ジ ス ト の 分 野 に 使 用 さ れ る 任 意 の 慣
用 の 方 法 で 基 材 に 塗 布 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 方 法 に は 、 浸 漬 塗 布 法 、 吹 き 付 け 塗
布 法 、 及 び 回 転 塗 布 法 (spin coating)な ど が 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 回 転 塗 布 法 の 場 合 に は 、
使 用 さ れ る 回 転 装 置 の 種 類 及 び 回 転 プ ロ セ ス に 許 さ れ る 時 間 量 の 下 に 、 所 望 の 厚 さ の 塗 膜
を 得 る た め に 、 フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 を 固 形 物 含 有 率 に 関 し て 調 節 す る こ と が で き る 。 適 当
な 基 材 に は 、 ケ イ 素 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ポ リ マ ー 性 樹 脂 、 二 酸 化 ケ イ 素 、 ド ー ピ ン グ し た 二
酸 化 ケ イ 素 、 窒 化 ケ イ 素 、 タ ン タ ル 、 銅 、 ポ リ シ リ コ ン 、 セ ラ ミ ッ ク 、 ア ル ミ ニ ウ ム ／ 銅
混 合 物 ； 　 ヒ 化 ガ リ ウ ム 、 及 び 他 の こ の よ う な 第 Ｉ Ｉ Ｉ ／ Ｖ 族 化 合 物 な ど が 挙 げ ら れ る 。
フ ォ ト レ ジ ス ト は 、 反 射 防 止 膜 上 に コ ー テ ィ ン グ す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 上 記 方 法 に よ っ て 調 製 さ れ る フ ォ ト レ ジ ス ト コ ー テ ィ ン グ 材 は 、 例 え ば マ イ ク ロ プ ロ セ
ッ サ 及 び 他 の 微 細 化 さ れ た 集 積 回 路 部 品 の 製 造 に 使 用 さ れ る よ う な 、 ケ イ 素 ／ 二 酸 化 ケ イ
素 ウ ェ ハ に 使 用 す る の に 特 に 適 し て い る 。 ア ル ミ ニ ウ ム ／ 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム ウ ェ ハ も 使 用
す る こ と が で き る 。 基 材 は 、 様 々 な ポ リ マ ー 性 樹 脂 、 例 え ば ポ リ エ ス テ ル な ど の 透 明 ポ リ
マ ー か ら な る こ と も で き る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 次 い で 、 フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 溶 液 は 基 材 上 に コ ー テ ィ ン グ さ れ 、 そ し て こ の 基 材 は 、
約 ７ ０ ℃ ～ 約 １ ５ ０ ℃ の 温 度 に お い て 、 ホ ッ ト プ レ ー ト を 用 い た 場 合 に は 約 ３ ０ 秒 ～ 約 １
８ ０ 秒 、 ま た は 熱 対 流 炉 を 用 い た 場 合 は 約 １ ５ ～ 約 ９ ０ 分 、 処 理 （ ベ ー ク 処 理 ） さ れ る 。
こ の 温 度 処 理 は 、 フ ォ ト レ ジ ス ト 中 の 残 留 溶 剤 の 濃 度 を 減 少 す る た め に 選 択 さ れ 、 他 方 、
固 形 成 分 を 熱 分 解 さ せ る こ と は 実 質 的 に な い 。 一 般 的 に 、 溶 剤 の 濃 度 は 最 小 化 す る こ と が
望 ま れ る の で 、 こ の 最 初 の 温 度 処 理 （ ベ ー ク 処 理 ） は 、 実 質 的 に 全 て の 溶 剤 が 蒸 発 し て 、
半 ミ ク ロ ン （ マ イ ク ロ メ ー タ ） の オ ー ダ ー の 厚 さ の フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 の 薄 い 塗 膜 が 基
材 上 に 残 る ま で 行 わ れ る 。 好 ま し い 態 様 の 一 つ で は 、 そ の 温 度 は 約 ９ ５ ℃ ～ 約 １ ２ ０ ℃ で
あ る 。 こ の 処 理 は 、 溶 剤 除 去 の 変 化 の 割 合 が 比 較 的 取 る に 足 ら な い も の に な る ま で 行 わ れ
る 。 膜 厚 、 温 度 及 び 時 間 の 選 択 は 、 ユ ー ザ ー に よ っ て 所 望 と さ れ る フ ォ ト レ ジ ス ト の 性 質
、 並 び に 使 用 す る 装 置 及 び 商 業 的 に 望 ま し い 塗 布 時 間 に 依 存 す る 。 次 い で 、 こ の コ ー テ ィ
ン グ さ れ た 基 材 は 、 適 当 な マ ス ク 、 ネ ガ 、 ス テ ン シ ル 、 テ ン プ レ ー ト な ど の 使 用 に よ っ て
形 成 さ れ る 任 意 の 所 望 の パ タ ー ン に 、 化 学 線 、 例 え ば 約 １ ０ ０ ｎ ｍ （ ナ ノ メ ー タ ） ～ 約 ３
０ ０ ｎ ｍ の 波 長 の 紫 外 線 、 Ｘ 線 、 電 子 ビ ー ム 、 イ オ ン ビ ー ム 、 ま た は レ ー ザ ー 線 に よ り 像
様 露 光 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 次 い で 、 フ ォ ト レ ジ ス ト は 、 現 像 の 前 に 、 露 光 後 第 二 ベ ー ク 処 理 も し く は 熱 処 理 に 付 す
。 そ の 加 熱 温 度 は 、 約 ９ ０ ℃ ～ 約 １ ５ ０ ℃ 、 よ り 好 ま し く は 約 １ ０ ０ ℃ ～ 約 １ ３ ０ ℃ の 範
囲 で あ る こ と が で き る 。 こ の 加 熱 は 、 ホ ッ ト プ レ ー ト 上 で は 約 ３ ０ 秒 ～ 約 ２ 分 、 よ り 好 ま
し く は 約 ６ ０ 秒 ～ 約 ９ ０ 秒 、 ま た は 熱 対 流 炉 を 用 い た 場 合 は 約 ３ ０ ～ 約 ４ ５ 分 、 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 フ ォ ト レ ジ ス ト が コ ー テ ィ ン グ さ れ そ し て 露 光 さ れ た 基 材 は 、 現 像 溶 液 中 に 浸 漬 す る か
、 ま た は 吹 き 付 け 現 像 法 に よ っ て 現 像 し て 、 像 様 露 光 さ れ た 領 域 を 除 去 す る 。 好 ま し く は
こ の 溶 液 は 、 例 え ば 窒 素 噴 射 攪 拌 に よ っ て 、 攪 拌 さ れ る 。 基 材 は 、 全 て の も し く は 実 質 的
に 全 て の フ ォ ト レ ジ ス ト 塗 膜 が 露 光 さ れ た 領 域 か ら 溶 解 除 去 さ れ る ま で 現 像 剤 に 曝 し て お
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く 。 現 像 剤 と し て は 、 水 酸 化 ア ン モ ニ ウ ム 類 も し く は ア ル カ リ 金 属 水 酸 化 物 類 の 水 溶 液 な
ど が 挙 げ ら れ る 。 好 ま し い 現 像 剤 の 一 つ は 、 テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ヒ ド ロ キ シ ド の 水
溶 液 で あ る 。 コ ー テ ィ ン グ さ れ た ウ ェ ハ を 現 像 溶 液 か ら 取 り 出 し た 後 、 塗 膜 の 粘 着 性 、 並
び に エ ッ チ ン グ 条 件 及 び 他 の 物 質 に 対 す る 塗 膜 の 耐 化 学 薬 品 性 を 高 め る た め に 、 任 意 の 現
像 後 熱 処 理 も し く は ベ ー ク 処 理 を 行 う こ と が で き る 。 現 像 後 熱 処 理 は 、 塗 膜 の 軟 化 点 以 下
で の 塗 膜 及 び 基 材 の オ ー ブ ン ベ ー ク 処 理 、 ま た は Ｕ Ｖ 硬 化 プ ロ セ ス か ら な る こ と が で き る
。 工 業 的 な 用 途 、 特 に ケ イ 素 ／ 二 酸 化 ケ イ 素 タ イ プ の 基 材 上 に 超 微 細 回 路 を 製 造 す る 場 合
に は 、 現 像 さ れ た 基 材 を 、 緩 衝 さ れ た フ ッ 化 水 素 酸 に 基 づ く エ ッ チ ン グ 溶 液 ま た は ド ラ イ
エ ッ チ ン グ に よ っ て 処 理 す る こ と が で き る 。 ド ラ イ エ ッ チ ン グ の 前 に 、 フ ォ ト レ ジ ス ト の
耐 ド ラ イ エ ッ チ ン グ 性 を 高 め る た め に 、 フ ォ ト レ ジ ス ト を 電 子 ビ ー ム 硬 化 に よ り 処 理 す る
こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 以 下 の 実 施 例 は 、 本 発 明 の 製 造 法 及 び 使 用 法 の 例 示 を 与 え る も の で あ る 。 し か し 、 こ れ
ら の 例 は 、 本 発 明 の 範 囲 を 如 何 様 に も 限 定 も し く は 減 縮 す る こ と を 意 図 し た も の で は な く
、 そ し て 本 発 明 を 実 施 す る た め に 排 他 的 に 使 用 し な け れ ば な ら な い 条 件 、 パ ラ メ ー タ ま た
は 値 を 教 示 す る も の と は 解 釈 す る べ き で は な い 。 特 に 断 り が な け れ ば 、 全 て の 部 及 び 百 分
率 は 重 量 に 基 づ く も の で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ １ ３ ８ 】
　

　 4-ヒ ド ロ キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ク ロ ラ イ ド 15.01g、 水 300g
、 及 び ア セ ト ン 100ml中 の パ ー フ ル オ ロ ブ タ ン ス ル ホ ン 酸 カ リ ウ ム 23.35gを フ ラ ス コ に 加
え た 。 得 ら れ た 混 合 物 を 室 温 で ２ 時 間 攪 拌 し た 。 次 い で 、 こ の 溶 液 を ク ロ ロ ホ ル ム で 抽 出
し 、 水 で 洗 浄 し 、 硫 酸 ナ ト リ ウ ム で 乾 燥 し 、 そ し て 濾 過 し た 。 こ の 溶 液 を 濃 縮 し そ し て エ
ー テ ル 中 に 投 入 し た 。 析 出 物 が 生 じ 、 そ し て こ れ を 濾 過 し 、 そ し て 40℃ 未 満 の 温 度 で 減 圧
乾 燥 器 中 で 乾 燥 し た 。 4-ヒ ド ロ キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ フ
レ ー ト が 23.9g (71.9%)の 収 量 で 得 ら れ た 。 こ の 固 形 生 成 物 は 次 の 分 析 結 果 を 与 え た ： 　 1

H NMR (DMSO-d6), 2.35 (s, 6H, 2CH3 ); 3.5 (s, 6H, 2CH3 ); 7.80 (s, 2H, 芳 香 族 ), mp
 98℃ 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　

　 4-ヒ ド ロ キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ フ レ ー ト 20.0gを 丸 底 フ
ラ ス コ 中 に 入 れ 、 ア セ ト ン 50ml及 び 炭 酸 カ リ ウ ム 5.73gを 加 え 、 次 い で 無 水 酢 酸 4.23gを 室
温 で 滴 下 し た 。 得 ら れ た 混 合 物 を ４ 時 間 攪 拌 し た 。 次 い で 、 こ の 溶 液 を ク ロ ロ ホ ル ム で 抽
出 し 、 水 で 洗 浄 し 、 硫 酸 ナ ト リ ウ ム で 乾 燥 し 、 そ し て 濾 過 し た 。 こ の 溶 液 を 濃 縮 し て そ し
て エ ー テ ル 中 に 投 入 し た 。 析 出 物 が 生 じ 、 こ れ を 濾 過 し 、 そ し て ４ ０ ℃ 未 満 の 温 度 に お い
て 減 圧 乾 燥 器 中 で 乾 燥 し た 。 4-ア セ ト キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム
ノ ナ フ レ ー ト が 15.0g (70%)の 収 量 で 得 ら れ た 。 こ の 固 形 生 成 物 は 次 の 分 析 結 果 を 与 え た
： 1 H NMR (DMSO-d6), 2.35 (s, 6H, 2CH3 ); 2.45 (s, 3h, CH3 ); 3.5 (s, 6H, 2CH3 ); 7.
80 (s, 2H, 芳 香 族 ), mp 168℃ 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　
　 ポ リ (BNC/MA/MAdMA/GBLMA; モ ル 比 1/1/1/1) 2.0269g、 ト リ フ ェ ニ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ
フ ル オ ロ ブ タ ン ス ル ホ ネ ー ト 0.034g(30μ mol/g)、 4-ア セ ト キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ
メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ フ レ ー ト （ 例 ２ ） 0.031g (30μ mol/g)、 N-(1-ア ダ マ ン チ ル ） ア
セ ト ア ミ ド の １ 重 量 ％ 濃 度 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 溶 液 0.70
7g、 及 び 界 面 活 性 剤 （ ミ ネ ソ タ 州 セ ン ト ポ ー ル 在 の ３ Ｍ コ ー ポ レ ー シ ョ ン か ら 供 給 さ れ る
Ｆ Ｃ － ４ ３ ０ フ ル オ ロ 脂 肪 族 系 ポ リ マ ー 性 エ ス テ ル ） の 10重 量 ％ 濃 度 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー
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例 １
4-ヒ ド ロ キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ フ レ ー ト

例 ２
4-ア セ ト キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ フ レ ー ト

例 ３



ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 溶 液 0.024gを 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ
ル ア セ テ ー ト 17.229g中 に 溶 解 し て フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 と し た 。 こ の フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液
を 0.2μ ｍ フ ィ ル タ ー に 通 し て 濾 過 し た 。
【 ０ １ ４ １ 】
　
　 底 面 反 射 防 止 膜 溶 液 （ ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 ソ マ ー ビ ル 在 の ク ラ リ ア ン ト コ ー ポ レ ー シ ョ
ン か ら 入 手 可 能 な AZ ( R )  EXP ArF-1 B.A.R.C.） を ケ イ 素 基 材 上 に 回 転 塗 布 し そ し て １ ７ ５
℃ で ６ ０ 秒 間 ベ ー ク 処 理 す る こ と に よ っ て 、 底 面 反 射 防 止 膜 (B.A.R.C.)で コ ー テ ィ ン グ さ
れ た ケ イ 素 基 材 を 用 意 し た 。 B.A.R.C膜 厚 は 37nmで あ っ た 。 次 い で 、 例 ３ か ら の フ ォ ト レ
ジ ス ト 溶 液 を 、 こ の B.A.R.C.被 覆 ケ イ 素 基 材 上 に コ ー テ ィ ン グ し た 。 回 転 速 度 は 、 フ ォ ト
レ ジ ス ト の 膜 厚 が 240nmと な る よ う に 調 節 し た 。 形 成 さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト 膜 を １ １ ５ ℃
で ９ ０ 秒 間 ベ ー ク 処 理 し た 。 次 い で 、 基 材 を 、 ク ロ ム － 石 英 バ イ ナ リ マ ス ク を 用 い て 、 19
3nmISIミ ニ ス テ ッ パ （ 開 口 数 ： 0.6、 コ ヒ ー レ ン ス :0.7） で 露 光 し た 。 露 光 後 、 ウ ェ ハ を
１ ３ ０ ℃ で ９ ０ 秒 間 、 露 光 後 ベ ー ク 処 理 し た 。 次 い で 、 像 が 形 成 さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト を
、 テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ヒ ド ロ キ シ ド の 2.38重 量 ％ 濃 度 水 溶 液 を 用 い て ３ ０ 秒 間 現 像
し た 。 次 い で 、 ラ イ ン ・ ア ン ド ・ ス ペ ー ス パ タ ー ン を 走 査 電 子 顕 微 鏡 で 観 察 し た 。 フ ォ ト
レ ジ ス ト は 、 13.0mJ/cm 2 の 感 光 度 及 び 0.09μ mの 線 形 解 像 度 を 有 し て い た 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　
　 ポ リ (BNC/MA/MAdMA/GBLMA/MNBL; モ ル 比 1/1/4/3/1) 8.2086g、 ト リ フ ェ ニ ル ス ル ホ ニ ウ
ム ノ ナ フ ル オ ロ ブ タ ン ス ル ホ ネ ー ト 0.1385g (30μ mol/g)、 4-ア セ ト キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ
ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ フ レ ー ト （ 例 ２ ） 0.1290g (30μ mol/g)、 N-(1-ア ダ マ ン
チ ル )ア セ ト ア ミ ド の １ 重 量 ％ 濃 度 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト
溶 液 2.38g、 界 面 活 性 剤 （ ミ ネ ソ タ 州 セ ン ト ポ ー ル 在 の ３ Ｍ コ ー ポ レ ー シ ョ ン か ら 供 給 さ
れ る FC-430フ ル オ ロ 脂 肪 族 系 ポ リ マ ー 性 エ ス テ ル ） の １ ０ 重 量 ％ 濃 度 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー
ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 溶 液 0.12g、 及 び ガ ン マ バ レ ロ ラ ク ト ン 1.83gを 、 プ ロ ピ
レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 87.1938g中 に 溶 解 し て フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液
と し た 。 こ の フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 を 、 0.2μ ｍ フ ィ ル タ ー に 通 し て 濾 過 し た 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　
　 底 面 反 射 防 止 膜 溶 液 （ ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 ソ マ ー ビ ル 在 の ク ラ リ ア ン ト コ ー ポ レ ー シ ョ
ン か ら 入 手 で き る AZ ( R )  EXP ArF-1 B.A.R.C.） を ケ イ 素 基 材 上 に 回 転 塗 布 し そ し て １ ７ ５
℃ で ６ ０ 秒 間 ベ ー ク 処 理 す る こ と に よ っ て 、 底 面 反 射 防 止 膜 (B.A.R.C.)が コ ー テ ィ ン グ さ
れ た ケ イ 素 基 材 を 用 意 し た 。 B.A.R.C.膜 厚 は 39nmで あ っ た 。 次 い で 、 例 ５ か ら の フ ォ ト レ
ジ ス ト 溶 液 を 、 前 記 の B.A.R.C.被 覆 ケ イ 素 基 材 上 に コ ー テ ィ ン グ し た 。 回 転 速 度 は 、 フ ォ
ト レ ジ ス ト 膜 厚 が 210nmと な る よ う に 調 節 し た 。 フ ォ ト レ ジ ス ト 膜 を 115℃ で 90秒 間 ベ ー ク
処 理 し た 。 次 い で 、 基 材 を 、 ク ロ ム － 石 英 バ イ ナ リ マ ス ク を 用 い て 、 193nm ISI ミ ニ ス テ
ッ パ （ 開 口 数 ： 0.6、 コ ヒ ー レ ン ス ： 0.7） で 露 光 し た 。 露 光 後 、 ウ ェ ハ を 、 130℃ で 90秒
間 、 露 光 後 ベ ー ク 処 理 し た 。 次 い で 、 像 が 形 成 さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト を 、 テ ト ラ メ チ ル ア
ン モ ニ ウ ム ヒ ド ロ キ シ ド の 2.38重 量 ％ 濃 度 水 溶 液 を 用 い て ３ ０ 秒 間 、 現 像 し た 。 次 い で 、
ラ イ ン ・ ア ン ド ・ ス ペ ー ス パ タ ー ン を 走 査 電 子 顕 微 鏡 で 観 察 し た 。 フ ォ ト レ ジ ス ト は 、 13
.0mJ/cm 2 の 感 光 度 及 び 0.08μ ｍ の 線 形 解 像 度 を 有 し て い た 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　
　 ポ リ (BNC/MA/MAdMA/GBLMA/MNBL; モ ル 比 1/1/4/3/1) 16.2755g、 ト リ フ ェ ニ ル ス ル ホ ニ
ウ ム ノ ナ フ ル オ ロ ブ タ ン ス ル ホ ネ ー ト 0.2746g(30μ mol/g)、 4-ア セ ト キ シ -3,5-ジ メ チ ル
フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ フ レ ー ト （ 例 ２ ） 0.3838g(45μ mol/g)、 N-(1-ア ダ マ
ン チ ル )ア セ ト ア ミ ド の １ 重 量 ％ 濃 度 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー
ト 溶 液 6.6064g、 界 面 活 性 剤 （ ミ ネ ソ タ 州 セ ン ト ポ ー ル 在 の ３ Ｍ コ ー ポ レ ー シ ョ ン か ら 供
給 さ れ る フ ル オ ロ 脂 肪 族 系 ポ リ マ ー 性 エ ス テ ル ） の １ ０ 重 量 ％ 濃 度 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル
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モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 溶 液 0.24g、 及 び ガ ン マ バ レ ロ ラ ク ト ン 3.66gを 、 プ ロ ピ レ
ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 172.56g中 に 溶 解 し て フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 と
し た 。 こ の フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 を 0.2μ ｍ フ ィ ル タ ー に 通 し て 濾 過 し た 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　
　 底 面 反 射 防 止 膜 溶 液 （ ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 ソ マ ー ビ ル 在 の ク ラ リ ア ン ト コ ー ポ レ ー シ ョ
ン か ら 入 手 で き る AZ ( R )  EXP ArF-1 B.A.R.C.） を ケ イ 素 基 材 上 に 回 転 塗 布 し そ し て １ ７ ５
℃ で ６ ０ 秒 間 ベ ー ク 処 理 す る こ と に よ っ て 、 底 面 反 射 防 止 膜 (B.A.R.C.)が コ ー テ ィ ン グ さ
れ た ケ イ 素 基 材 を 用 意 し た 。 B.A.R.C.膜 厚 は 39nmで あ っ た 。 次 い で 、 例 ７ か ら の フ ォ ト レ
ジ ス ト 溶 液 を 、 前 記 の B.A.R.C.被 覆 ケ イ 素 基 材 上 に コ ー テ ィ ン グ し た 。 回 転 速 度 は 、 フ ォ
ト レ ジ ス ト 膜 厚 が 210nmと な る よ う に 調 節 し た 。 フ ォ ト レ ジ ス ト 膜 を 115℃ で 90秒 間 ベ ー ク
処 理 し た 。 次 い で 、 基 材 を 、 ク ロ ム － 石 英 バ イ ナ リ マ ス ク を 用 い て 、 193nm ISI ミ ニ ス テ
ッ パ （ 開 口 数 ： 0.6、 コ ヒ ー レ ン ス ： 0.7） で 露 光 し た 。 露 光 後 、 ウ ェ ハ を 、 130℃ で 90秒
間 、 露 光 後 ベ ー ク 処 理 し た 。 次 い で 、 像 が 形 成 さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト を 、 テ ト ラ メ チ ル ア
ン モ ニ ウ ム ヒ ド ロ キ シ ド の 2.38重 量 ％ 濃 度 水 溶 液 を 用 い て ３ ０ 秒 間 現 像 し た 。 次 い で 、 ラ
イ ン ・ ア ン ド ・ ス ペ ー ス パ タ ー ン を 走 査 電 子 顕 微 鏡 で 観 察 し た 。 フ ォ ト レ ジ ス ト は 、 13.0
mJ/cm 2 の 感 光 度 及 び 0.09μ ｍ の 線 形 解 像 度 を 有 し て い た 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　
　 ポ リ (BNC/MA/MAdMA/GBLMA/MNBL; モ ル 比 1/1/4/3/1) 1.6419g、 ト リ フ ェ ニ ル ス ル ホ ニ ウ
ム ノ ナ フ ル オ ロ ブ タ ン ス ル ホ ネ ー ト 0.0280g(30μ mol/g)、 4-ア セ ト キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ
ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ フ レ ー ト （ 例 ２ ） 0.0258g (30μ mol/g)、 N-(1-ア ダ マ ン
チ ル )ア セ ト ア ミ ド の １ 重 量 ％ 濃 度 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト
溶 液 0.4801g、 界 面 活 性 剤 （ ミ ネ ソ タ 州 セ ン ト ポ ー ル 在 の ３ Ｍ コ ー ポ レ ー シ ョ ン か ら 供 給
さ れ る フ ル オ ロ 脂 肪 族 系 ポ リ マ ー 性 エ ス テ ル ） の １ ０ 重 量 ％ 濃 度 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ
ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 溶 液 0.0261g、 及 び ガ ン マ バ レ ロ ラ ク ト ン 0.3655gを 、 プ ロ ピ
レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 17.4374g中 に 溶 解 し て フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液
と し た 。 こ の フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 を 0.2μ ｍ フ ィ ル タ ー に 通 し て 濾 過 し た 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　
　 底 面 反 射 防 止 膜 溶 液 （ ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 ソ マ ー ビ ル 在 の ク ラ リ ア ン ト コ ー ポ レ ー シ ョ
ン か ら 入 手 で き る AZ ( R ) EXP ArF-1 B.A.R.C.） を ケ イ 素 基 材 上 に 回 転 塗 布 し そ し て １ ７ ５
℃ で ６ ０ 秒 間 ベ ー ク 処 理 す る こ と に よ っ て 、 底 面 反 射 防 止 膜 (B.A.R.C.)が コ ー テ ィ ン グ さ
れ た ケ イ 素 基 材 を 用 意 し た 。 B.A.R.C.膜 厚 は 39nmで あ っ た 。 次 い で 、 例 ９ か ら の フ ォ ト レ
ジ ス ト 溶 液 を 、 前 記 の B.A.R.C.被 覆 ケ イ 素 基 材 上 に コ ー テ ィ ン グ し た 。 回 転 速 度 は 、 フ ォ
ト レ ジ ス ト 膜 厚 が 240nmと な る よ う に 調 節 し た 。 フ ォ ト レ ジ ス ト 膜 を 115℃ で 90秒 間 ベ ー ク
処 理 し た 。 次 い で 、 基 材 を 、 ク ロ ム － 石 英 バ イ ナ リ マ ス ク を 用 い て 、 193nm ISI ミ ニ ス テ
ッ パ （ 開 口 数 ： 0.6、 コ ヒ ー レ ン ス ： 0.7） で 露 光 し た 。 露 光 後 、 ウ ェ ハ を 、 130℃ で 90秒
間 、 露 光 後 ベ ー ク 処 理 し た 。 次 い で 、 像 が 形 成 さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト を 、 テ ト ラ メ チ ル ア
ン モ ニ ウ ム ヒ ド ロ キ シ ド の 2.38重 量 ％ 濃 度 水 溶 液 を 用 い て ３ ０ 秒 間 現 像 し た 。 次 い で 、 ラ
イ ン ・ ア ン ド ・ ス ペ ー ス パ タ ー ン を 走 査 電 子 顕 微 鏡 で 観 察 し た 。 フ ォ ト レ ジ ス ト は 、 18.0
mJ/cm 2 の 感 光 度 及 び 0.08μ ｍ の 線 形 解 像 度 を 有 し て い た 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　

　 4-ヒ ド ロ キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ク ロ ラ イ ド 3.0g、 水 50g、 及
び ビ ス -パ ー フ ル オ ロ ブ タ ン ス ル ホ ン イ ミ ド 酸 13.295g(水 中 50%)を 加 え た 。 析 出 物 が 生 じ
、 こ れ を 濾 過 し 、 そ し て ク ロ ロ ホ ル ム 中 に 溶 解 し そ し て エ ー テ ル か ら 再 析 出 さ せ た 。 4-ヒ
ド ロ キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ビ ス -パ ー フ ル オ ロ ブ タ ン ス ル ホ ン
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例 １ １
4-ア セ ト キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ビ ス -パ ー フ ル オ ロ ブ タ ン ス ル
ホ ン イ ミ ド



イ ミ ド (m.p. 84℃ )が 得 ら れ た 。 1 H NMR (ア セ ト ン -d6), 2.32 (s, 6H, 2 CH3 ); 3.2 (s, 
6H, 2CH 3 ); 7.70 (s, 2H, 芳 香 族 ); 9.6 (1H, OH)。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 4-ヒ ド ロ キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ビ ス -パ ー フ ル オ ロ ブ タ ン ス
ル ホ ン イ ミ ド 4.9gを 丸 底 フ ラ ス コ 中 に 入 れ 、 ア セ ト ン 25g及 び 炭 酸 カ リ ウ ム 0.89gを 加 え 、
そ し て こ れ を １ 時 間 攪 拌 し た 。 無 水 酢 酸 0.66gを 滴 下 し 、 そ し て 室 温 で ４ 時 間 攪 拌 し た 。
得 ら れ た 反 応 混 合 物 を ジ ク ロ ロ メ タ ン で 抽 出 し た 。 ジ ク ロ ロ メ タ ン 層 を 水 で 洗 浄 し 、 硫 酸
ナ ト リ ウ ム で 乾 燥 し 、 濾 過 し 、 そ し て 溶 剤 を 減 圧 下 に 蒸 発 さ せ た 。 エ ー テ ル を 加 え 、 固 形
物 3.3gを 濾 過 し た 。 4-ア セ ト キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ビ ス -パ ー
フ ル オ ロ ブ タ ン ス ル ホ ン イ ミ ド , mp68℃ が 得 ら れ た 。 1 H NMR (ア セ ト ン -d6 2.32 (s, 6H,
 2 CH 3 )), 2.4 (s, 3H, CH3 ), 3.2 (s, 6H, 2CH3 ); 7.95 (s, 2H, 芳 香 族 )。
【 ０ １ ５ ０ 】
　
　 ポ リ (MAdMA/HAdMA/GBLMA; モ ル 比 5/2/3) 1.4381g、 ト リ フ ェ ニ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ フ ル
オ ロ ブ タ ン ス ル ホ ネ ー ト 0.0247g(30μ mol/g)、 4-ア セ ト キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ
チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ビ ス -パ ー フ ル オ ロ ブ タ ン ス ル ホ ン イ ミ ド （ 例 １ １ ） 0.02347g (30μ mol
/g)、 ジ イ ソ プ ロ ピ ル ア ミ ン の １ 重 量 ％ 濃 度 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア
セ テ ー ト 溶 液 0.3519g、 界 面 活 性 剤 （ ミ ネ ソ タ 州 セ ン ト ポ ー ル 在 の ３ Ｍ コ ー ポ レ ー シ ョ ン
か ら 供 給 さ れ る フ ル オ ロ 脂 肪 族 系 ポ リ マ ー 性 エ ス テ ル ） の １ ０ 重 量 ％ 濃 度 プ ロ ピ レ ン グ リ
コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 溶 液 0.019g、 及 び プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル
エ ー テ ル 4.059gを 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 9.09g中 に 溶 解
し て フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 と し た 。 こ の フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 を 0.2μ ｍ フ ィ ル タ ー に 通 し て
濾 過 し た 。
【 ０ １ ５ １ 】
　
　 底 面 反 射 防 止 膜 溶 液 （ ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 ソ マ ー ビ ル 在 の ク ラ リ ア ン ト コ ー ポ レ ー シ ョ
ン か ら 入 手 で き る AZ ( R )  EXP ArF-1 B.A.R.C.） を ケ イ 素 基 材 上 に 回 転 塗 布 し そ し て １ ７ ５
℃ で ６ ０ 秒 間 ベ ー ク 処 理 す る こ と に よ っ て 、 底 面 反 射 防 止 膜 (B.A.R.C.)が コ ー テ ィ ン グ さ
れ た ケ イ 素 基 材 を 用 意 し た 。 B.A.R.C.膜 厚 は 37nmで あ っ た 。 次 い で 、 例 １ ２ か ら の フ ォ ト
レ ジ ス ト 溶 液 を 、 前 記 の B.A.R.C.被 覆 ケ イ 素 基 材 上 に コ ー テ ィ ン グ し た 。 回 転 速 度 は 、 フ
ォ ト レ ジ ス ト 膜 厚 が 330nmと な る よ う に 調 節 し た 。 フ ォ ト レ ジ ス ト 膜 を 130℃ で 60秒 間 ベ ー
ク 処 理 し た 。 次 い で 、 基 材 を 、 ク ロ ム － 石 英 バ イ ナ リ マ ス ク を 用 い て 、 193nm ISI ミ ニ ス
テ ッ パ （ 開 口 数 ： 0.6、 コ ヒ ー レ ン ス ： 0.42/0.7、 環 帯 照 射 ） で 露 光 し た 。 露 光 後 、 ウ ェ
ハ を 、 130℃ で 60秒 間 、 露 光 後 ベ ー ク 処 理 し た 。 次 い で 、 像 が 形 成 さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト
を 、 テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ヒ ド ロ キ シ ド の 2.38重 量 ％ 濃 度 水 溶 液 を 用 い て 60秒 間 現 像
し た 。 次 い で 、 ラ イ ン ・ ア ン ド ・ ス ペ ー ス パ タ ー ン を 走 査 電 子 顕 微 鏡 で 観 察 し た 。 フ ォ ト
レ ジ ス ト は 、 33mJ/cm 2 の 感 光 度 及 び 0.11μ ｍ (1:1)の 線 形 解 像 度 を 有 し て い た 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　

　 20%の メ ト キ シ メ チ ル (MOM)基 で 保 護 さ れ た ポ リ （ 1,1,2,3,3-ペ ン タ フ ル オ ロ -4-ト リ フ
ル オ ロ メ チ ル -4-ヒ ド ロ キ シ -1,6-ヘ プ タ ジ エ ン ） 10g（ 日 本 国 100-8305東 京 都 千 代 田 区 丸
の 内 2-1-2在 の Asahi Glass Co., LTD.） を THF30ml中 に 溶 解 し 、 そ し て ト リ フ ル オ ロ 酢 酸 1
0ml及 び 水 7.5mlと 混 合 し た 。 こ の 均 一 溶 液 を 室 温 で 一 晩 攪 拌 し た 。 反 応 後 、 溶 剤 を ロ ー タ
リ ー エ バ ポ レ ー タ で 50℃ で 除 去 し た 。 残 渣 を イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 30ml中 に 溶 解 し 、 そ し て 冷
水 750ml中 で 析 出 さ せ た 。 析 出 物 を 濾 過 し 、 洗 浄 し 、 そ し て 55℃ で 減 圧 下 (25"Hg)で 乾 燥 し
た 。 単 離 さ れ た ポ リ マ ー の 収 率 は 98％ で あ っ た 。 NMR分 析 に よ り 、 MOM基 の 不 存 在 が 確 認 さ
れ た 。
【 ０ １ ５ ３ 】
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例 １ ４
メ ト キ シ メ チ ル 誘 導 体 か ら の ポ リ (1,1,2,3,3-ペ ン タ フ ル オ ロ -4-ト リ フ ル オ ロ メ チ ル -4-
ヒ ド ロ キ シ -1,6-ヘ プ タ ジ エ ン )の 合 成



　

　 例 １ ４ か ら の PPTHH (4.0g, 14.81mmol)を 、 15mlの THF中 に 溶 解 し 、 そ し て こ の 溶 液 に 固
形 の TMAH・ 5H 2 O(0.81g, 4.44mmol)を 攪 拌 し な が ら 加 え た 。 25℃ で 30分 間 攪 拌 し た 後 、 t-
ブ チ ル ブ ロ モ ア セ テ ー ト (1.74g, 8.88mmol)を こ の 反 応 溶 液 に 加 え 、 そ し て 25℃ で 更 に 16
時 間 攪 拌 し た 。 そ の 後 、 反 応 中 に 生 じ た 析 出 物 を 濾 過 し て 除 去 し た 。 次 い で 、 ロ ー タ リ ー
エ バ ポ レ ー タ で 、 得 ら れ た 濾 液 か ら 溶 剤 を 除 去 し た 。 残 渣 を 、 濃 HCl(1.0g)を 含 む メ タ ノ
ー ル 20ml中 に 再 溶 解 し た 。 次 い で 、 こ の 溶 液 を 、 水 中 15％ の メ タ ノ ー ル 200ml中 で 析 出 さ
せ た 。 析 出 物 を 濾 過 し 、 蒸 留 水 で 洗 浄 し そ し て 乾 燥 し た 。 ポ リ マ ー を メ タ ノ ー ル 中 に 再 溶
解 し 、 そ し て 水 中 で 再 析 出 さ せ る こ と に よ っ て 、 ポ リ マ ー を 更 に 精 製 し た 。 55℃ で 減 圧 下
(25"Hg)で 乾 燥 し た 後 、 ポ リ マ ー の 収 率 は 92％ で あ っ た 。 1 H NMRに よ っ て t-ブ チ ル 基 （ 1.4
8ppm） 及 び メ チ レ ン 基 (4.27ppm)の 存 在 が 確 認 さ れ た 。 tert-ブ ト キ シ カ ル ボ ニ ル メ チ ル 基
で の 保 護 率 は 23mol％ で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　
　 例 １ ５ か ら の 保 護 化 PPTHH 1.15g、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー
ト 14.44g、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 中 の テ ト ラ ブ チ ル ア ン モ
ニ ウ ム ア セ テ ー ト の 0.4重 量 ％ 濃 度 溶 液 1.850g、 及 び 4-ア セ ト キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル
ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ フ レ ー ト （ 例 ２ ） 0.073gを フ ラ ス コ 中 で 一 緒 に 混 合 し て フ ォ ト
レ ジ ス ト 溶 液 と し た 。 こ の フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 を 0.2ミ ク ロ ン PTFEフ ィ ル タ ー に 通 し て 濾
過 し た 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　
　 例 １ ５ か ら の 保 護 化 PPTHH 1.15g、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー
ト 14.44g、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 中 の テ ト ラ ブ チ ル ア ン モ
ニ ウ ム ア セ テ ー ト の 0.4重 量 ％ 濃 度 溶 液 1.850g、 及 び 4-メ ト キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ
メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ フ レ ー ト （ 以 下 に 記 載 の 手 順 に 従 い 製 造 し た も の ） 0.073gを フ ラ
ス コ 中 で 一 緒 に 混 合 し て フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 と し た 。 こ の フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 を 0.2ミ ク
ロ ン PTFEフ ィ ル タ ー に 通 し て 濾 過 し た 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 4-ヒ ド ロ キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ク ロ ラ イ ド 5.0g(0.023mol)
を 、 冷 却 器 、 温 度 計 及 び 機 械 的 攪 拌 機 を 備 え た フ ラ ス コ に 入 れ た 。 水 45g及 び 水 酸 化 ナ ト
リ ウ ム 0.92gを 加 え た と こ ろ 、 強 く 色 づ い た 。 硫 酸 ジ メ チ ル (2.2ml)を 室 温 で 加 え 、 そ し て
そ の 混 合 物 を 60℃ で 10分 間 加 熱 し た 。 溶 液 は ほ ぼ 無 色 に 変 化 し た 。 加 熱 を 15分 後 に 止 め 、
そ し て 溶 液 を 室 温 に 冷 却 し た 。 ア セ ト ン (50ml)中 の パ ー フ ル オ ロ ブ タ ン ス ル ホ ン 酸 カ リ ウ
ム 7.78gを 滴 下 し 、 そ し て ２ 時 間 混 合 し た 。 ジ ク ロ ロ メ タ ン で 抽 出 し 、 そ し て ジ ク ロ ロ メ
タ ン 層 を 水 で 洗 浄 し 、 硫 酸 ナ ト リ ウ ム で 乾 燥 し 、 そ し て 濾 過 し た 。 得 ら れ た 溶 液 を エ ー テ
ル 中 に 投 入 し 、 そ し て 生 じ た 析 出 物 を 濾 過 し そ し て 40℃ 未 満 の 温 度 で 減 圧 乾 燥 器 中 で 乾 燥
し た 。 得 ら れ た 固 形 生 成 物 は 次 の 分 析 結 果 を 与 え た ： 1 H NMR(ア セ ト ン -d6), 2.32 (s, 6H
, 2CH 3 ); 3.4 (s, 6H, 2CH3 ); 3.85 (s, 3H, OCH3 ); 7.78 (s, 2H, 芳 香 族 )。 吸 光 率 は 32
.82 L/g.cmで あ る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　
　 例 １ ５ か ら の 保 護 化 PPTHH 1.15g、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー
ト 14.44g、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル ア セ テ ー ト 中 の テ ト ラ ブ チ ル ア ン モ
ニ ウ ム ア セ テ ー ト の 0.4重 量 ％ 濃 度 溶 液 1.850g、 及 び 4-t-ブ チ ル ア セ ト キ シ -3,5-ジ メ チ ル
フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ノ ナ フ レ ー ト (以 下 の 手 順 に 従 い 製 造 し た も の ） 0.073gを
フ ラ ス コ 中 で 一 緒 に 混 合 し て フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 と し た 。 こ の フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 を 0.2
ミ ク ロ ン PTFEフ ィ ル タ ー に 通 し て 濾 過 し た 。
【 ０ １ ５ ８ 】
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例 １ ５
TMAH・ 5H 2 Oを 用 い た 、 tert-ブ ト キ シ カ ル ボ ニ ル メ チ ル で 保 護 さ れ た PPTHHの 合 成

例 １ ６ Ａ

例 １ ６ Ｂ

例 １ ６ Ｃ



　 4-ヒ ド ロ キ シ -3,5-ジ メ チ ル フ ェ ニ ル ジ メ チ ル ス ル ホ ニ ウ ム ク ロ ラ イ ド 5.0g、 水 100g、
及 び NaOH 1.0gを 加 え 、 ０ ℃ に 冷 却 し 、 そ し て t-ブ チ ル ブ ロ モ ア セ テ ー ト (4.46g)を 加 え 、
１ 時 間 攪 拌 し 、 そ し て 室 温 で １ 時 間 攪 拌 し た 。 次 い で 、 ア セ ト ン 中 の パ ー フ ル オ ロ ブ タ ン
ス ル ホ ン 酸 カ リ ウ ム 8.0gを 加 え た 。 得 ら れ た 混 合 物 を 30分 間 攪 拌 し 、 そ し て 生 じ た 溶 液 を
ク ロ ロ ホ ル ム で 抽 出 し 、 水 で 洗 浄 し 、 硫 酸 ナ ト リ ウ ム で 乾 燥 し そ し て 濾 過 し た 。 得 ら れ た
溶 液 を エ ー テ ル 中 に 投 入 し た 。 析 出 物 が 生 じ 、 こ れ を 濾 過 し 、 そ し て 40℃ 未 満 の 温 度 で 減
圧 乾 燥 器 中 で 乾 燥 し た 。 生 じ た 固 形 生 成 物 は 次 の 分 析 結 果 を 与 え た ： 1 H NMR (DMSO-d6), 
1.48( s, 9H, 3 CH 3 ),2.35 (s, 6H, 2CH3 ); 3.3 (s, 6H, 2CH3 ); 7.80 (s, 2H, 芳 香 族 ),
 mp 120℃ 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　
　 個 々 の ケ イ 素 基 材 を 、 例 １ ６ Ａ 、 １ ６ Ｂ 及 び １ ６ Ｃ の フ ォ ト レ ジ ス ト 溶 液 で 回 転 塗 布 （
約 ２ ， ２ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ） し 、 次 い で 各 々 の 基 材 を 、 １ ３ ５ ℃ で ６ ０ 秒 間 、 ポ ス ト ベ ー ク 処 理
に 付 し て 約 １ ３ ５ ０ Å の フ ォ ト レ ジ ス ト の 膜 厚 を 得 た 。 次 い で 、 各 々 の 塗 膜 を 、 テ キ サ ス
州 オ ー ス チ ン 在 の International SEMATECHに お い て フ ェ ー ス － シ フ ト マ ス ク （ σ 0.3)を 用
い て Exitech 157nmス モ ー ル フ ィ ー ル ド （ 1.5× 1.5mm 2 ） ミ ニ ス テ ッ パ （ 0.6NA） で 露 光 し
た 。 露 光 さ れ た 塗 膜 を 、 115℃ で 90秒 間 、 露 光 後 ベ ー ク 処 理 に 付 し 、 次 い で 0.26N テ ト ラ
メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ヒ ド ロ キ シ ド 中 で 30秒 間 、 現 像 し た 。 レ ジ ス ト フ ィ ル ム の コ ー テ ィ ン
グ 、 ベ ー ク 処 理 及 び 現 像 に は FSIポ ラ リ ス 2000ト ラ ッ ク を 使 用 し た 。 レ ジ ス ト 厚 の 測 定 に
は プ ロ メ ト リ ッ ク ス 干 渉 計 を 使 用 し た 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 残 っ た 相 対 厚 と 線 量 と の 対 数 目 盛 上 で の 関 係 に よ り 、 本 発 明 の 光 活 性 発 生 剤 を 含 む フ ォ
ト レ ジ ス ト （ 例 １ ６ Ａ ； 　 例 ２ の 本 発 明 の 光 活 性 発 生 剤 ） が 予 期 で き な い 程 に 良 好 な 感 度
を 有 し 、 そ し て 例 １ ６ Ｂ の ８ ５ mJ/cm 2 の 最 小 露 光 量 (clearing dose)及 び 例 １ ６ Ｃ の 100 m
J/cm 2 よ り も 大 き い 最 小 露 光 量 に 比 し て 、 35mJ/cm 2 の 最 小 露 光 量 を 示 す こ と が 確 認 さ れ た
。
【 ０ １ ６ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 例 示 及 び 説 明 す る も の で あ る 。 付 け 加 え る と 、 以 上 の 開 示 は 、 本 発 明 の
好 ま し い 態 様 を 記 載 し た も の に 過 ぎ ず 、 上 述 の 通 り 、 本 発 明 は 、 様 々 な 他 の 組 み 合 わ せ 、
変 法 及 び 状 況 に お い て 使 用 す る こ と が で き 、 そ し て 上 記 の 教 示 及 び ／ ま た は 関 連 技 術 に お
け る 技 術 も し く は 技 術 に 相 応 し て 、 本 明 細 書 に お い て 表 さ れ る 発 明 的 概 念 の 範 囲 内 に お い
て 変 更 も し く は 改 変 す る こ と が 可 能 で あ る 。 更 に 上 記 の 態 様 は 、 本 発 明 を 実 施 す る 上 で 現
在 把 握 し て い る ベ ス ト モ ー ド を 説 明 し て 、 当 業 者 が 本 発 明 を 、 そ の よ う な 態 様 で 、 ま た は
本 発 明 の 特 定 の 適 用 に お い て 要 求 さ れ る 様 々 な 変 更 を 加 え た 上 で 他 の 態 様 で 利 用 で き る よ
う に す る こ と を 意 図 し た も の で あ る 。 そ れ ゆ え 、 上 記 の 説 明 は 、 本 発 明 を 上 に 記 載 の 形 に
限 定 す る こ と を 意 図 し た も の で は な い 。 ま た 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 は 、 他 の 態 様 も 包 含
す る と 解 釈 さ れ る よ う 意 図 さ れ て い る 。
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